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武 道 の 定 義

　武道は、武士道の伝統に由来する日本で体系化された武

技の修錬による心技一如の運動文化で、心技体を一体とし

て鍛え、人格を磨き、道徳心を高め、礼節を尊重する態度

を養う、人間形成の道であり、柔道、剣道、弓道、相撲、

空手道、合気道、少林寺拳法、なぎなた、銃剣道の総称を

言う。

　　平成二十六年二月一日制定

日本武道協議会

武 道 の 理 念

　武道は、武士道の伝統に由来する我が国で体系化された

武技の修錬による心技一如の運動文化で、柔道、剣道、弓

道、相撲、空手道、合気道、少林寺拳法、なぎなた、銃剣

道を修錬して心技体を一体として鍛え、人格を磨き、道徳

心を高め、礼節を尊重する態度を養う、国家、社会の平和

と繁栄に寄与する人間形成の道である。

　　平成二十年十月十日制定

日本武道協議会
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　わが国を代表する武道 10 団体が大同団結して結成した日本武道協議会は、平成 29 年４月に設立

40 周年を迎えることとなりました。

　この祝賀を記念して、中学校武道必修化の充実に向けた指導書と DVD が刊行される運びとなりま

した。

　平成 18 年に教育基本法が改正され、伝統や文化を尊重することなどが謳われることとなり、平成

24 年度から全国 1 万余校の中学校で武道が必修化されました。中学校武道必修化が完全実施されて

から５年が経過しましたが、大きな事故もなく、全国各中学校で順調に実施されています。

　しかしながら、年間実施時間は 10 時間弱、指導者の段位保有率は 2 人に 1 人、約 50 パーセント

と低く、中学校武道必修化の内容充実は急務であります。

　そこで、日本武道協議会として「安全で、楽しく、効果の上がる授業」を実施するための指導書

と DVD を記念事業として作成し、全国１万余校の中学校、都道府県市区町村教育委員会、主要公立

図書館等へ無償配布することといたしました。

　目的は「武道 9 種目の周知徹底」と、その上での「中学校武道必修化の充実」です。

　武道は武士道の伝統に由来するわが国で体系化された武技の修錬による心技一如の運動文化で、

心技体を一体として鍛え、人格を磨き、道徳心を高め、礼節を尊重する態度を養う、国家、社会の

平和と繁栄に寄与する人間形成の道です。

　中学校武道必修化に関わる指導者の皆様がたにおかれましては、ぜひ本書と DVD を活用され、日

本全国の中学生が元気よく、立派に育っていかれますよう、ご指導、ご尽力のほど、よろしくお願

い申し上げます。

　本書がそのお役に立てることを心から祈念し、刊行の辞といたします。

　　平成 29 年卯月

刊 行 の 辞

（公財）日本武道館
日 本 武 道 協 議 会

会長　松 永 　 光
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　このたび、日本武道協議会の設立 40 周年を記念して、中学校武道必修化の充実に向けた指導書と

DVD を発刊することになりました。

　我が国の長い歴史と伝統に培われ、国技として栄えてきた相撲は、今では世界のスポーツとして

海外でも広く愛好されております。世界の五大陸でも相撲選手権大会が開催されており、相撲の国

際化が進展しております。一方、国内においては、近い将来、オリンピックの正式種目入りを目指

すため、競技人口を増やし、相撲愛好者の裾野拡大を図ることが当面の課題であります。

　そうした中、我が国では、平成 18 年に教育基本法が改正され、伝統と文化を尊重し公共に奉仕す

る心を涵養することが明文化されました。その後、平成 24 年度から全国１万余の中学校で武道が必

修となり、相撲は全国 300 を超える学校で武道として授業に取り入れられております。中学校武道

必修化が実施されてから５年が経過し、相撲の授業では大きな事故もなく、順調に実施されていま

すが、さらなる内容の充実を図る必要もあります。

　指導者の皆様方には、生徒が各武道に共通する「礼に始まり、礼に終わる」という礼節を重んじ、「心・

技・体」を習得できるようご支援いただきたいと思います。

　相撲が１校でも多くの学校で授業に取り入れられ、その際に今回の指導書と DVD が指導の一助と

なることを心から祈念し、発刊にあたっての挨拶といたします。

　　平成 29 年 4 月吉日

ご あ い さ つ

（公財）日本相撲連盟 会長　松 尾  新 吾
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　このたび、日本武道協議会が設立 40 周年を迎えるにあたり、これを記念して、中学校武道必修化

の充実に資するための指導書と DVD を刊行する運びとなりました。誠におめでたい限りであります。

　新渡戸稲造博士の言を待つまでもなく、日本人の精神文化の柱は武士道であり、この武士道を現

代に最もよく引き継いでいるのが武道であります。

　平成 18 年に安倍晋三内閣において、60 年振りに教育基本法が改正され、国や郷土を愛し、日本

の伝統文化を尊重し、公共に奉仕する心を涵養することなどが明文化されました。武道議員連盟は、

日本武道館、日本武道協議会と歩調を合わせて、中学校武道必修化の実現を国に要請してまいりま

した。その成果として、学習指導要領が改訂され、平成 24 年度から全国１万余校の中学校１・２年

生で武道が必修化され、６年目を迎えることとなりました。

　武道を必修化することによって、全国の中学生が心と体を鍛え、日本の伝統である、「道の文化と

しての武道」を学んで自分を高めていくことは、多感な成長期にあって意義あることだと考えてい

ます。中学校で武道を必修化するということは、50 年後、100 年後には全国民が武道経験者になる

ということで、日本社会にとっても中学校武道必修化は大事な事業であります。

　各武道に共通しているのは「礼に始まり、礼に終わる」、お互いを尊重し、高め合うことです。「道」

と「礼」の実践が中学校武道必修化の重要課題であるといえるでしょう。まさに「仏を作って魂を

入れる」のはこれからです。

　本書と DVD が、中学校武道必修化の充実に向けて全国の学校現場で幅広く活用され、わが国が将

来にわたって平和で豊かな国であることの礎になることを祈念申し上げ、刊行の辞といたします。

　　平成 29 年４月吉日

刊 行 に あ た っ て

武 道 議 員 連 盟 会 長
（公財）日本武道館常任理事 高 村  正 彦



�

相ɹɹ撲

相撲˗࣍

１ষ　相撲のັ力� （�）

� �ɹはじめに ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ �
� �ɹ相撲のྺ࢙ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ �
� �ɹ相撲のಛੑとࡐڭとしてのັ力 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ �
� �ɹ用۩とࢪઃ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ��

２ষ　指導ܭը� （��）

� �ɹڭһ主導から主体的ֶ習 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ��
� �ɹ基本動作 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ��
� �ɹ基本となる技のֶ習 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ��
� �ɹ安全ཧ・指導 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ��
� �ɹ指導と評価のܭը（ୈ �ֶ） ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ��
� �ɹ指導と評価のܭը（ୈ �ֶ） ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ��
� �ɹ指導と評価のܭը（ୈ �ֶ） ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ��

３ষ　指導の࣮ࡍ� （��）

� �ɹ指導の࣮ࡍ（�ֶ）ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ��
� �ɹ指導の࣮ࡍ（�ֶ）ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ��
� �ɹ指導の࣮ࡍ（�ֶ）ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ��

４ষ　相撲のすすめ� （��）
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̍ষɹ相撲のັ力

１ はじめに

　本ॻおよびଐ %7% は、ʮどこでも、୭でも、安全にʯࢦಋすることができ、生徒が楽しさや

喜びを味わうことができるࢦಋをめ͟して作した。また、作に当たっては、ެӹࡒ団法人

本相撲連ໍによるh 中学ߍ体ҭ相撲ࢦಋの手Ҿき （ɦվగ൛）に基ૅをおいた。よりৄࡉなใは、

本相撲連ໍϗーϜϖーδʮ中学ߍ相撲ࢦಋの手Ҿきʯのίーナーで確認いたͩきたい。

　相撲は、互いのόϥンスを崩し合う格ಆ的ର人スϙーπで͋るとともに、礼法や伝統的ॴ作が

重視される本の伝統的な武道のҰつで͋る。相撲の礼法や伝統的ॴ作を学ぶことをとおして、

相手をଚ重する心、ެ正な態度ٴび武道の伝統的な考え方を身にけることができる。

　Ҏ下に、教ҭの視点から見た相撲のಛੑとັ力について記述する。

２ 相撲のྺ࢙

ᾇ本の相撲のݯى

　 　ಸྑ時のʰ古ࣄ記ʱには、ਆとして出Ӣのࠃを取り合ってޚݐ名方ਆ（λέミナΧλ）

とޚݐཕਆ（λέミΧρν）が力くらをした記述が͋る。h 本ॻلʱには、当ຑऽ（λ

ΠϚノέϋϠ）と見॓（ノミノスΫω）がఱߖの前で相撲を取ったと記述されている。当

時は戦うことをʮすまいʯとݺび、これがʮすもうʯのݯޠになったと考えられている。

ᾈ相撲અձ（すまいのͤͪえ）

　 　ಸྑ時からฏ安時の間、方からへ強い力࢜がूめられ、ఱߖの前で相撲大ձが行わ

れた。これをʮ相撲અձʯといいࠄޒ๛য়や大ړをئうٶ中の大切な行ࣄのҰつで͋った。ま

ͩඨはなかったが、ݥةな行ҝをࢭېするなど、গしͣつ相撲のルールができてきた。

ᾉไೲ相撲とਆࣄ相撲

　 　相撲અձ（すまいのせちえ）をܦ験した力࢜が元にり、で得た相撲のやり方やルール

を伝えることによりまったと考えられている。方の相撲は、ไೲやਆࣄとしてΜに行わ

れ、おࡇりの人ؾ行ࣄとなった。そして、現ࡏもҬのਆࣾのおࡇりでไೲやਆࣄとして相撲

が行われている。

相撲の魅力１章
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ᾊՈ相撲

　 　ฏ安時の中ࠒから、武࢜が力をつけ、ݖをѲる時になった。༗力武কは強い力࢜をू

め、見て楽しむために相撲を取らせた。勝った力࢜を武࢜としてޏうことも͋った。また、武

っている。৫ా৴པேが相撲を観戦した記もݯ。練として行っていた܇は相撲を戦の࢜

は、֤から多くの力࢜をूめ、大規な相撲大ձを開࠵したといわれている。

ᾋ࣌ށߐの相撲

道࿏などをったりम理するඅ用をूめるために、観٬から、ڮ、ࣉ時には、ਆࣾやށߐ　 　

ྉۚを取るק進相撲がΜに行われていた。やがて相撲は楽しむためのڵ行として行われるよ

うになった。౦ࠃ྆ژのճ
ㆆ

向
㆓ㆄ

Ӄ
ㆂ㇓

でय़ळຖ２ճの相撲ڵ行が開かれ、力࢜はՎب役ऀととも

に大スλーとなった。こうして、現ࡏの大相撲の元となるプϩの相撲が生した。このࠒ、現

。のඨやルール、礼法、ॴ作が΄΅備されたࡏ

ᾌࡏݱの相撲（ΞϚνϡΞεϙーπとしての相撲）

　 　�� ໌。の課֎活動として行われようになったߍになると、相撲は学لੈ ࣏ ��（����）には、

大ࡕのࡖで学生大ձが開࠵された。大正̐（���5）には、ੴݝでݝ̔ߍがࢀՃしてୈ

１ճ学生֯
㆙ ㇂ ㆄ

力大ձが開࠵された。現ࡏまで高ߍ相撲ۚ大ձとしてଓき、ฏ ��（����）

には、全ࠃから 7� Ճしてୈࢀがߍ ��� ճ大ձが開࠵された。大正̔（����）には、全ࠃ

的な大ձとして、ୈ１ճ学生相撲選手ݖ大ձが開࠵された。ত ��（����）には、アϚν

ϡア相撲を統括する組৫として、本相撲連ໍがઃ立された。そのに開࠵されたୈ１ճࠃຽ

体ҭ大ձから相撲は正ࣜ競技となった。現ࡏアϚνϡア相撲は、ঁࢠも含めখ学生、中学生、

高ߍ生、大学生、ࣾձ人までがっている。アϚνϡア相撲はੈքにもがり、�� Χࠃがࠃ

際相撲連ໍ（ฏ̐・���� ઃ立）にొし、ੈք規の大ձが開࠵されている。

　 　中学ߍ体ҭにおいては、ত ��（��5�）の中学ߍ学習ࢦಋ要ྖに＜格技＞として、相撲、

ॊ道、道がࣔされた。そして、現行学習ࢦಋ要ྖにも＜武道＞として、ॊ道、道、相撲が

ࣔされ、ฏ ��（����）に武道が必मとなり、すての生徒が武道をཤमするようになった。
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３ 相撲のಛੑと教ࡐとしてのັ力

ᾇ 相撲は古くよりࠃຽにしまれているࠃ技で͋る。大相撲のテレϏ中ܧを視聴したり、Ҭ行

験を༗する人が多い。このようなことܦのไೲ相撲などで相撲を取ったり、観戦したりしたࣄ

から、ଟ͘のਓが、基本的なルールやいߏえで前にग़ることのॏ要ੑを理解しており、必ͣ

しもઐՈでな͘ても、学ߍ教ҭので指導することがՄなछといえる。

ᾈ 相手をඨの֎に出す、͋るいは相手の足のཪҎ֎をඨにつけることで勝敗が決まるため、

ൺֱ的έΨがগな͘、ॳา的なஈ֊で͋っても簡易的な試合を楽しむことができる。

ᾉ ルールが簡໌で、試合におけるఆが༰易なため、授業中に生徒ಉ࢜で審判をすることができ

る。

ᾊ  試合に要する時間がいため、तۀ中にෳճ試合を楽しむことができる。

ᾋ ڱいۭ間で࣮ࢪできる。صとҜࢠをยଆに寄せれば、教ࣨでも授業ができる。

ᾌ 簡易な用۩で࣮ࢪできる。体ҭணの上からॊ道のଳやόスλΦルをまわしわりにண用して、

授業ができる。

ᾍ 身体৮をともなうର人競技で͋り、互いにײや力ײを、ൽෘ֮ײをとおしてײじ合う

ことができる。的な身体৮をとおして、相手とのίϛϡχέーγϣϯをਤることで、仲

間ಉ࢜の࿈ଳײおよび৴པײを高めることができる。また、相手との攻防のなかで、Ԣなؾ

力やྫྷ੩さをഓうことができる。

ᾎ 体力໘では、さま͟まな動作を含Μͩ全身運動のなかで、ے力、ॠ発力、ہॴٱ࣋力、හডੑ、

ฏڠ、ੑߧ応ੑなͲの体力要素を高めることができる。

̍ষɹ相撲のັ力
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４ 用۩とࢪઃ

　相撲競技は本དྷ、まわしやඨというಛ༗の用۩・施ઃを用して行われる。しかし、学ߍ体

ҭでの相撲の授業は、まわしやඨがなくても、学ߍに͋る用۩や施ઃを用いて展開することが

できる。

　ྫえば、については、体ҭணの上から、ॊ道のଳやόスλΦルをまわしのわりに用いた

り、相撲ύンπや؆қまわしをண用したりして、授業を行うことができる。まわしを用できる

合でも、ॳظの段階では、生徒がによるײ߅をもつことがないように、体ҭணの上から

ॊ道のଳをしめるなどのྀが必要で͋る。

　施ઃに関しては、ॊ道、体ҭؗϑϩア（進度に応じてϚットを用）、グϥウンυなどの既

ଘ施ઃにϥΠンをҾくなどして、授業を行うことがՄ能で͋る。また、؆қඨ（ඨϚットや

ඨγート）などが͋れば、実際の相撲によりۙいかたちで授業ができる。

　いͣれにしても、用۩、施ઃを備する際には、安全確保にे分ྀする必要が͋る。そのた

めには、安全管理点ݕ表などを作し、生徒とҰॹに授業前にຖճνΣッΫをするとྑい。

　Ҏ下に、用۩（）と施ઃに関するཹ意点を͋げる。

ᾇに関するཹ意߲ࣄ
　・ 体ҭணをணて、腰の͋たりにॊ道のଳやόスλΦルをしっかりとしめる

　・ 相撲ύンπまたは؆қまわしが͋る合は、体ҭணの上からணする。ϕルトをしっかりとし

める

　・ 授業の前には、必ͣつめを切っておく

　・ 時計、ϔアϐン、めがねは֎す

　・ ঁ 用せͣ、必ͣスϙーπ用の下ணを用いるの合、ϫΠϠーೖりの下ணはࢠ

　・ 体ҭؗϑϩアで押しの練習をする合、受けるଆはۺ下をཤくことでりやすくなり、スϜー

ζに下がることができる。このとき、押すଆがγϡーζをཤいていると受けるଆが足を౿まれ

てέΨをすることが͋るので、押すଆはད足で押す
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ᾈࢪઃに関するཹ意߲ࣄ
【ॊ道を用する合】

　・ にܺ間やഁଛはないか

　・ பやนに֯ばりなどのݥةなՕॴがないか

【体ҭؗϑϩアを用する合】

　・ চにܺ間やഁଛがないか

ப用চۚ۩のΧόーが֎れていないか（চۚ۩のॴはආける）ࢧ ・　

　・ ؆қ試合では、దٓ、ϥΠンテープを用

　・ 体ૢ用Ϛットを用する合、ඨの中ͩけでなく、֎にもϚットをෑく

【グϥウンυを用する合】

　・ Ԝತはないか

　・ ੴ、࠭ར、Ψϥス、ۚଐഁย等はないか

　・ ඨとඨとの間ִはे分か

　・ ඨとそのपลをे分に理しているか

　・ पลにݥةなものがないか

【؆қඨを用する合】

　・ ඨϚットを用する合、पลにも体ૢ用Ϛットなどをෑく。Ϛット間にܺ間ができないよ

うに、ϥΠンテープなどでܺ間を͙࠹

　・ 体ҭؗϑϩアなどのߗいচの上にඨγートをෑく合、γートの下にઐ用の下ෑきγートや

δϣΠントϚットなどをෑく。ઐ用ඨをϚδッΫテープ等でしっかりとݻ定する

【ඨを用する合の確認߲ࣄ】

　・ Ԝತがないか

　・ ඨ上の࠭のྔや࣪りؾはద切か

　・ ඨがුいていないか、ඨのわらがྼ化していないか、ͻもの؇みはないか

　・ ඨに大きなͻび割れがないか

　・ ඨपลにݥةなものはないか

̍ষɹ相撲のັ力
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相ɹɹ撲

ʲ用۩ʳ

ॊ道ଳ 相撲ύϯπ
相撲Ճ������������

簡易·わし

ඨγʔτ

相撲Ճ������������
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１ 教һओ導からओ体的学習

　ॳظ段階では、生徒がద切に活動するように、教員が主ಋ的にࢦಋしなければならないことが

͋るが、Մ能な限り生徒が自ら考え、仲間と協力して活動するように工夫する。

　ྫえば押しの学習ではҎ下のྲྀれで進める。

技ज़的な指導をडけͣに、ԡし合い相撲を楽しむ

簡易試合を行い、学習したԡし方で相手をԡしてΈる

Ͳうしたら相手をԡͤるかについてグループ౼ٞする

（ੜెがい࢟からԡし্げる͜との重要ੑに
（ԉするɹࢧ・һが適切にॿ言ڭ、ようにͮ͘ؾ

グループ౼ٞでؾづいたことを、ԡすଆとडけるଆをܾめて࿅習する

指導計画２章

̎ষɹ指導ܭը



��

相ɹɹ撲

相撲Ճ����������

相撲Ճ����������

相撲Ճ����������

相撲Ճ����������

相撲Ճ����������

相撲Ճ����������

相撲Ճ����������

２ 基本動作













᪬᪘࢟から্体をલし、྆
をϋのࣈに開いて、ԼΖす

一ճ手をଧつ

手のฏをԼにける

手্のॱࠨ、のલでӈ手্ڳ
で྆手のฏをすり合わͤる

手のฏが্に͘よう
に、྆手を開͘

খさ͘ԁをඳ͘ように、
྆手をճす

྆をࠨӈに大き͘げる

⁞





 







˔ਖড়ਫ（ͪりͪΐうͣ）※ৄࡉは付ଐ%7%ࢀর

˞ਖড়ਫは相撲にಛ༗な礼法で͋り、相手を尊重し、ਅ

を͜めて、一つͻとつの動作ͪ࣋ؾ勝ෛを重んじる

をஸೡに行えるようにする。

˞ ྆ 手のฏのすり合わせはしいので、ա度の習熟をٻ

めないように意する。

・蹲
㆝㇓

踞
ㆌ㇇

姿
㆗

勢
㆛ㆂ

をҡ࣋する

・大きく྆を開く

ʻ要ʼ

下の࿐で手をਗ਼めたうえで、自分が武ثを࣋たͣに

正ʑಊʑと戦うことを、ఱにう。

ਖড়ਫの元དྷの意味
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３ 基本となる技の学習

ᾇԡし

　　

ᾈدり

ᾉ͛技（ग़し͛）

試合でのঁࢠಉ࢜の取り組Έ
ɹࠨのੜెは、ԡしの基本で͋る
中ࠊのߏえで、相手をҾきつけて
લに出ようとしている。

相撲 1

ʮ্手出し投げʯ
ɹલに出て相手にѹ力をかけて、相手がԡ
しฦしてきたと͜Ζで、λΠϛϯάよ͘体
を開いて投げる。勝ෛがܾ·らな͘ても、
相手がόϥϯεを่したと͜Ζでલに出
て、دりとの࿈続技で攻めるとྑい。

相撲 1

相撲मਖ਼ ����������

相撲 1



ൃ、の場合、্のਤのようにࢠঁ
ୡ的ಛੑにྀして、ԡすଆはड
けるଆのࠊの͋たりをԡすという
方法も͋る。

相撲 1・中腰の構えをҡ࣋する

・すり足で前へ出る

ʻ要ʼ

・押しを基本とする

・まわしをҾきつける

ʻ要ʼ

・相手のまわしの前の方を取って、投げる

・体を開いてԣに出すように投げる

ʻ要ʼ

̎ষɹ指導ܭը
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相ɹɹ撲

ᾊ前さき
　ここでは、前さばきで用するおっつけとרきฦしについて解આする。

⁞おっつけ

きฦしר 

ʮおっつけʯ
ɹӈਤでは、相手がࠩして͘ると͜Ζを、ԡしの
基本で͋る中ࠊのߏえから、をしめて、Լから
্にԡし্げている。
ɹԡし্げるࡍには、手ͩけでԡし্げるのでは
な͘、എ中をؙめたߏえから、ࠊをってԡし
্げるように行うとྑい。

相撲मਖ਼ ����������

ʮרきฦしʯ
ɹࠨਤは、ӈ࢛つから、ӈଆがרきฦしを行おう
としているྫ
ɹ্体をޙ方にҾき、相手の্体と自の্体の
間にܺ間をつ͘りࠨ、 をࠩしࠐもうとしている。
ޭすると༗རな体になるが、相手にҾきつけ
らΕて一ؾにલに出らΕる͜とが͋るので、λΠ
ϛϯάが重要で͋る。

相撲 1

・相手のගに手を当てて、下から上へ押す

・をしめて、相手の差し手からの攻ܸを防͙

ʻ要ʼ

・ 上手をし、相手の体と自分の体の間にۭ間をつくり、

上手を下手に素ૣくೖれかえる

ʻ要ʼ
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４ 安全理・指導

ᾇ安全ੑ確保のための確認߲ࣄ
　生徒が安全で楽しく相撲を学ぶために、ࢦಋऀは、࣍のことをѲ・確認する必要が͋る。

⁞୯ݩ開࢝લ

　・生徒の࣬ප等の確認

発生時のର応手ॱの確認ނࣄ・　

　・"&% のઃஔॴ、用法の確認

の確認߲ࣄࢭې、技ࢭېな体勢、ルールやݥة・　

　・施ઃ、用۩の安全確認

 तۀલ

状況のѲۈ教་の出ޢ、教頭、ཆߍ・　

　・中予防に関する確認

　・施ઃ、用۩の安全確認（安全点ݕ表の活用）

तۀ中

　・出ܽ੮の確認

　・生徒の健康状態のѲ

　・健康観察（学習ノート・Χーυ）

　・ つめ、ϔアϐン、めがね（相撲の取り組み時には֎す）、（ঁࢠの下ணでۚଐを前෦に

で͋ることを伝える）等の確認ݥة前に࢝用しているものについては、単元開

　・準備運動（ᰍ෦のストレッν・トレーニングを行い、έΨの防ࢭにめる）

　・理運動

　・έΨの༗無の確認

तޙۀ

　・施ઃ、用۩の備（安全点ݕ表の活用）

ᾈ安全໘に配慮した指導๏
。の安全໘についてのྀをしながら、授業を進めることが必要で͋る࣍　

⁞ஈ֊的な指導

　・基本動作 ˠ 基本となる技 ˠ 関連技術 ˠ 相撲͋そび ˠ ؆қ的な試合 ˠ 試合

 動きの中でのडけをఆண

・蹲踞相撲

ϧʔϧやࣄࢭې項を

・৮した状態からの試合

・仕切りでの྆ऀの間ִをྀした試合

されている技・行ҝの確認ࢭې・　

̎ষɹ指導ܭը
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相ɹɹ撲

ॳ৺ऀに見らΕるແཧな体やݥةなঢ়گのѲ（۩体ྫ）

このような体勢になった合は、取り組みをଈ࠲に中ࢭさせ、取りしをさせる。

に当てるڳಋ法としては、ৗに中腰の構えを意識して、頭をつける合には、ͻたいを相手のࢦ

ようにする。

ಋ法としては、相撲を取る際は、කが৳びきらないように意し、సの際は͋ごをҾき、എࢦ

中をؙめるようにする。また、足をמる技（֎ֻけ、ֻけ）は、ࢭې技とし、ルールを工夫し、

సにより頭෦をଧつことをճආする。



相撲 2
相撲 2

相手の体が全ににුいた体
（ೋஸ投げ）

相手がडけを取Εͣ、಄෦をଧつ場合が
͋る

���������おޓいに体が৳びきった体

相撲 2
相撲 2

おޓいに体が৳びきった体からਅޙΖにΕる
と、ޙ಄෦をଧつ場合が͋る



相撲 2相撲 2

ϥάϏʔのεΫϥϜのように಄がޓいにೖり
（のೖΕटי）む体ࠐ

、಄෦が相手のෲ෦のԼにೖってし·いޙ
্からのしかからΕる体
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。ち上げた合、投げͣに、ඨの֎に運ぶ（吊り出し）ようにする࣋ಋ法としては、相手をࢦ　

しない。また、ೋஸ投げや吊りམとし、足取りなど、సの߅ち上げられた合は、無理に࣋

際、受け身が取れͣ、頭෦をଧつՄ能ੑが͋る技については、ࢭې技にするなど、ルールを工夫

することも必要で͋る。

ᾉ߲ࣄࢭې
　Ҏ下の߲ࣄをࢀ考にし、έΨやނࣄの防ࢭにめながら授業を進めることが必要で͋る。

⁞ΞϚνϡΞ相撲نఔ্の߲ࣄࢭې
　・こぶしでԥる　　・ڳ෦、ෲ෦をऽる　　・ٸॴ（、みͧおち）をこぶしまたはࢦでಥく

　・頭をつかむ　　・のどをつかむ　　　　・ނ意にணҥをつかむ（ঁࢠ相撲の合）

むט・　

 ΞϚνϡΞ相撲（খ・中学ੜ）のنఔ্の߲ࣄࢭې

相撲 3
相撲 3
相撲 3

相撲 3相撲 3
相撲 3

り技

立てまわしをつかむ

Տֻけ

ંりࠐΈをつかむ

さંり

合ঠに組む

相撲 2相撲 2相撲 2

લͿ͘Ζをつかむ、·たはԣから
指をೖΕてҾ͘

ೋ指ҎԼの指をંる ுり手

） 前ทのいͣれのέースも、練習や試合の中でこのような体勢が見られた合には、ނࣄ防ࢭのため
に取り組みをଈ࠲に中ࢭさせる。ಛに授業のॳظ段階では、無理な体勢やݥةな状況について、ஸ
ೡにࢦಋすることがましい。

̎ষɹ指導ܭը
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相ɹɹ撲

तۀでࢭېすることがましい技と行ҝ

　（関અ・टをきめる͛技）

相撲 3相撲 3
相撲 3

相撲 3

相撲 3
相撲 3

相撲 3

か্ͪげ（ගで相手の͋͝を

ಥき্げる）

相撲 3
相撲 3

きめ出し、きめし

（かん͵き）
にೖった相手のटを

きめる（๊えࠐむ）

・ऽる技（ऽた͙り、ऽฦし）

・頭ಥき

・のどྠ

・टから上へのಥっுり

খ手投げ

ೋஸ投げ

ट投げ

内ֻけ

取り

手࢛つ



��

ϝϞ

̎ষɹ指導ܭը
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相ɹɹ撲

◯

◯

◯

◯

○技ができる楽しさや喜びを味わい、基本動作や基本となる技ができるようにする。また、相撲の学習にੵۃ的に取り組み、伝統的な行動の仕方を कΖうとすることができるとともに、相撲のಛੑやり立ち、技の名称・方法などを理解し、課題に応じた運動の仕方を工夫できるようにする。
　【技　　　　　　　　能】基本動作や基本となる技を用いて、押したり寄ったりするなどの攻防を展開できるようにする。
　【態　　　　　　　　度】相撲に関心をもち、分୲した役割を果たし、学習にੵۃ的に取り組むとともに、礼法やॴ作など伝統的な行動の仕方を कΖうとする。
　【知 識 、思 考 ・ 判 断】相撲のಛੑやり立ち、技の名称・方法について理解するとともに、技能の重要なϙΠントを見つけることができる。

１　学習の見通しを࣋つ。
・運動のྺ࢙やಛੑや楽しみ

方を理解し、学習のねらい
や計画をつかむ。

２　相撲の学習の४උを行う。
・学習ノートの準備
・施ઃ用۩の確認

３　相撲͋そびを行う。
・手押し相撲
・手Ҿき相撲

＜学習Ⅰ＞
○運動のಛੑや学習のねらい、
計画を理解しよう。

相撲͋そびにؔ৺をも
ͪ、楽しんで取り組も
うとしている。

【関心・意欲・態度】については、主に授業中の生徒のようすの観察から実現状況を判断する。
【思 考 ・ 判 断】については、主に授業時の生徒の発言発表や学習ノートへの記述から実現状況を判断する。　
【技　　　　　　能】については、主に授業中の生徒のできばえの観察や実技試験の実施により実現状況を判断する。
【知 識 ・ 理 解】については、主に授業後の学習ノートへの記述から実現状況を判断する。

１　基本動作を身につける。
・蹲踞姿勢
・塵浄水

２　基本となる技の学習と簡
易的な試合
　・押し
　・ਞ取り相撲

３　学習のまとめと整理運
動、片づけ

＜学習Ⅱ＞　[ ねらい１]
○中ࠊのߏえのॏ要ੑにؾづき、相撲の基本動作および基本となる技（ԡし、دり）を学ぼう。
○簡易的な試合を通して相撲にしΈ、ੵ 。動にऔりもう׆的にۃ

＜学習Ⅱ＞　[ ねらい２]
○基本となる技（ԡし、دり）を身につけるとともに、ط習の技を用いた攻防が展開でき
るようにしよう。
○簡易的な試合で、ྱ ๏やॴ作をकΖう。
○学習では、自己の役割を果たし、仲間とڠ力しながら、技の学び方を身に付けよう。

１　基本となる技の学習と
簡易的な試合

・押し
・ਞ取り相撲

２　基本動作の学習
・中腰の構え
・腰割り

３　簡易的な試合
・ਞ取り相撲

４　学習のまとめと整理運
動、片づけ

１　基本動作を身につけ
る。（復習として）
　・中腰の構え
　・腰割り

２　基本となる技の学習
　・押し　
［中腰の構え、すり足］
　ର人で約束練習をする。

３　基本動作の学習
　・四股

４　簡易的な試合
　・押し合い相撲

̑　学習のまとめと整理運
動、片づけ

１　基本となる技の学習
　・押し
　・寄り
　　（約束練習）

２　基本動作の学習
　・運び足

３　簡易的な試合
　・押し合い相撲
　・寄り合い相撲

４　学習のまとめと整理
運動、片づけ

１　基本動作の学習（復習
として）
　・四股
　・腰割り
　・運び足
　・受け身

２　基本となる技の学習
・押し
・寄り

・投げ技（出し投げ）
　　（約束練習）

３　簡易的な試合
　・既習の技を中心とした
相撲　

４　学習のまとめと整理運
動、片づけ

１　基本動作の学習（४උ
運動、ิڧ運動として）
　・四股
　・腰割り
　・運び足
　・受け身

２　基本となる技の学習
　・押し
　・寄り

３　簡易的な試合
　・既習の技を中心とした

相撲（5人ൈき戦）

４　学習のまとめと整理運
動、片づけ

１　基本動作の確認（४උ
運動、ิڧ運動として）

２　基本となる技の確認
（試合前の技ज़確認とし
て）

３　簡易的な試合
　・既習の技を中心とした
　　団体戦（5人੍）

４　学習のまとめと整理運
動、片づけ

１　基本となる技の学習
（復習として）

・押し
・寄り
・投げ技（出し投げ）

ର人で約束練習をする。

２　基本動作の学習
・仕切り
・立ち合い
・受け身

３　簡易的な試合
・基本となる技に限定し

た相撲

４　学習のまとめと整理運
動、片づけ

１　学習ノート、筆記試験
なͲ
　　相撲の基本的߲ࣄに関

する知識

２　学習の成果の確認
　・映像視聴
　・表彰

３　学習成果の相互評価、
発表
　・νーϜミーティング
　・全体討議
　・教員による総括

４　学習のまとめ
　・学習ノートをまとめる

̑　片づけ

＜学習Ⅲ＞
○学習の成果を確認しよ
う。
けて、՝の学習に࣍○
や手がかりを整理しよう。

基本動作（᪬᪘࢟、ਖড়
ਫ）ができる。

簡易的な試合において、
礼法や所作を行おうと
している。

簡易的な試合の中で
い࢟（中ࠊのߏえ）の
重要ੑにͮؾいている。

自己の役割を責任をもっ
て果たそうとしている。

基本動作や基本となる技
を用いて攻防を展開でき
る。

基本となる技（ԡし、د
り）ができる。

【知識・理解】学習ノートの記
述および単元末テストの結果
から実現状況を判断する。

相撲の基本的ࣄ項（ಛੑ
やりཱͪ、技の名称や
行い方）について、書き
出している。

基本動作（中ࠊのߏえ、
運び）ができる。

安全確保のために、ड
のֶ習にੵۃ的に取り
組んでいる。

指導と評価の計画（第 1学年） ※評価機会等の欄の矢印は、その評価項目に対応した内容の指導期間を示している。( 一時間で指導と評価を行う場合には矢印を付していない )

1 2 3 4 5

指
導
内
容

ね
ら
い

学

習

の

流

れ

評

価

機

会

等

関
心
・
意
欲
・
態
度

思
考
・
判
断

技
能

知
識
・
理
解

評
価
方
法
等
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動
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取
り

6 7 8 9 10

自由な押し合いの中で、技
能の重要なϙΠントを考
える
ˠl きͮؾ z へ

ޮ果的な方法を意識し
た練習
ˠ　ʮ中腰の構えʯの重
要ੑにͮؾく

安全確保のためにも、
受け身の学習は段階的
に行う

グループ学習
・仲間と協力して行う
・課題を໌確にし、それ
に応じた練習方法で行
う

・安全ੑにྀしたルール・礼法のపఈ のઆ໌߲ࣄࢭې

相手に当たって
から行う

競技方法・ུࣜの
審判法のઆ໌
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◯

◯

◯

◯

○技ができる楽しさや喜びを味わい、基本動作や基本となる技ができるようにする。また、相撲の学習にੵۃ的に取り組み、伝統的な行動の仕方を कΖうとすることができるとともに、相撲のಛੑやり立ち、技の名称・方法などを理解し、課題に応じた運動の仕方を工夫できるようにする。
　【技　　　　　　　　能】基本動作や基本となる技を用いて、押したり寄ったりするなどの攻防を展開できるようにする。
　【態　　　　　　　　度】相撲に関心をもち、分୲した役割を果たし、学習にੵۃ的に取り組むとともに、礼法やॴ作など伝統的な行動の仕方を कΖうとする。
　【知 識 、思 考 ・ 判 断】相撲のಛੑやり立ち、技の名称・方法について理解するとともに、技能の重要なϙΠントを見つけることができる。

１　学習の見通しを࣋つ。
・運動のྺ࢙やಛੑや楽しみ

方を理解し、学習のねらい
や計画をつかむ。

２　相撲の学習の४උを行う。
・学習ノートの準備
・施ઃ用۩の確認

３　相撲͋そびを行う。
・手押し相撲
・手Ҿき相撲

＜学習Ⅰ＞
○運動のಛੑや学習のねらい、
計画を理解しよう。

相撲͋そびにؔ৺をも
ͪ、楽しんで取り組も
うとしている。

【関心・意欲・態度】については、主に授業中の生徒のようすの観察から実現状況を判断する。
【思 考 ・ 判 断】については、主に授業時の生徒の発言発表や学習ノートへの記述から実現状況を判断する。　
【技　　　　　　能】については、主に授業中の生徒のできばえの観察や実技試験の実施により実現状況を判断する。
【知 識 ・ 理 解】については、主に授業後の学習ノートへの記述から実現状況を判断する。

１　基本動作を身につける。
・蹲踞姿勢
・塵浄水

２　基本となる技の学習と簡
易的な試合
　・押し
　・ਞ取り相撲

３　学習のまとめと整理運
動、片づけ

＜学習Ⅱ＞　[ ねらい１]
○中ࠊのߏえのॏ要ੑにؾづき、相撲の基本動作および基本となる技（ԡし、دり）を学ぼう。
○簡易的な試合を通して相撲にしΈ、ੵ 。動にऔりもう׆的にۃ

＜学習Ⅱ＞　[ ねらい２]
○基本となる技（ԡし、دり）を身につけるとともに、ط習の技を用いた攻防が展開でき
るようにしよう。
○簡易的な試合で、ྱ ๏やॴ作をकΖう。
○学習では、自己の役割を果たし、仲間とڠ力しながら、技の学び方を身に付けよう。

１　基本となる技の学習と
簡易的な試合

・押し
・ਞ取り相撲

２　基本動作の学習
・中腰の構え
・腰割り

３　簡易的な試合
・ਞ取り相撲

４　学習のまとめと整理運
動、片づけ

１　基本動作を身につけ
る。（復習として）
　・中腰の構え
　・腰割り

２　基本となる技の学習
　・押し　
［中腰の構え、すり足］
　ର人で約束練習をする。

３　基本動作の学習
　・四股

４　簡易的な試合
　・押し合い相撲

̑　学習のまとめと整理運
動、片づけ

１　基本となる技の学習
　・押し
　・寄り
　　（約束練習）

２　基本動作の学習
　・運び足

３　簡易的な試合
　・押し合い相撲
　・寄り合い相撲

４　学習のまとめと整理
運動、片づけ

１　基本動作の学習（復習
として）
　・四股
　・腰割り
　・運び足
　・受け身

２　基本となる技の学習
・押し
・寄り

・投げ技（出し投げ）
　　（約束練習）

３　簡易的な試合
　・既習の技を中心とした
相撲　

４　学習のまとめと整理運
動、片づけ

１　基本動作の学習（४උ
運動、ิڧ運動として）
　・四股
　・腰割り
　・運び足
　・受け身

２　基本となる技の学習
　・押し
　・寄り

３　簡易的な試合
　・既習の技を中心とした

相撲（5人ൈき戦）

４　学習のまとめと整理運
動、片づけ

１　基本動作の確認（४උ
運動、ิڧ運動として）

２　基本となる技の確認
（試合前の技ज़確認とし
て）

３　簡易的な試合
　・既習の技を中心とした
　　団体戦（5人੍）

４　学習のまとめと整理運
動、片づけ

１　基本となる技の学習
（復習として）

・押し
・寄り
・投げ技（出し投げ）

ର人で約束練習をする。

２　基本動作の学習
・仕切り
・立ち合い
・受け身

３　簡易的な試合
・基本となる技に限定し

た相撲

４　学習のまとめと整理運
動、片づけ

１　学習ノート、筆記試験
なͲ
　　相撲の基本的߲ࣄに関

する知識

２　学習の成果の確認
　・映像視聴
　・表彰

３　学習成果の相互評価、
発表
　・νーϜミーティング
　・全体討議
　・教員による総括

４　学習のまとめ
　・学習ノートをまとめる

̑　片づけ

＜学習Ⅲ＞
○学習の成果を確認しよ
う。
けて、՝の学習に࣍○
や手がかりを整理しよう。

基本動作（᪬᪘࢟、ਖড়
ਫ）ができる。

簡易的な試合において、
礼法や所作を行おうと
している。

簡易的な試合の中で
い࢟（中ࠊのߏえ）の
重要ੑにͮؾいている。

自己の役割を責任をもっ
て果たそうとしている。

基本動作や基本となる技
を用いて攻防を展開でき
る。

基本となる技（ԡし、د
り）ができる。

【知識・理解】学習ノートの記
述および単元末テストの結果
から実現状況を判断する。

相撲の基本的ࣄ項（ಛੑ
やりཱͪ、技の名称や
行い方）について、書き
出している。

基本動作（中ࠊのߏえ、
運び）ができる。

安全確保のために、ड
のֶ習にੵۃ的に取り
組んでいる。

指導と評価の計画（第 1学年） ※評価機会等の欄の矢印は、その評価項目に対応した内容の指導期間を示している。( 一時間で指導と評価を行う場合には矢印を付していない )
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6 7 8 9 10

自由な押し合いの中で、技
能の重要なϙΠントを考
える
ˠl きͮؾ z へ

ޮ果的な方法を意識し
た練習
ˠ　ʮ中腰の構えʯの重
要ੑにͮؾく

安全確保のためにも、
受け身の学習は段階的
に行う

グループ学習
・仲間と協力して行う
・課題を໌確にし、それ
に応じた練習方法で行
う

・安全ੑにྀしたルール・礼法のపఈ のઆ໌߲ࣄࢭې

相手に当たって
から行う

競技方法・ུࣜの
審判法のઆ໌

̎ষɹ指導ܭը
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相ɹɹ撲

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

○技ができる楽しさや喜びを味わい、基本動作と基本となる技を用いて、相手の動きに応じながら、攻防を展開できるようにする。相手をଚ重する とともに、仲間の学習をԉ助しようとすることができるようにする。武道の伝統的な考え方、技の名称や行い方、関連して高まる体力などにつ
いて理解し、健康・安全にؾをり課題に応じて学習活動の取り組みを工夫できるようにする。
　【技　　　　　　　　能】基本動作や基本となる技（押し、寄り、前さばき、投げ技）ができるようにする。基本動作と基本となる技を用いて、相手 の動きに応じながら、押したり寄ったりするなどの攻防を展開できるようにする。
　【態　　　　　　　　度】相撲にੵۃ的に取り組み、伝統的な行動の仕方をकり相手をଚ重しようとするとともに、߲ࣄࢭېを行わないなど健康 ŋ安全にؾをり、仲間の学習をԉ助しようとすることができるようにする。
　【知 識 、思 考 ・ 判 断】武道の伝統的な考え方、技の名称や行い方、関連して高まる体力などについて理解するとともに、課題に応じて学習活 動の取り組み方を工夫することができるようにする。

１　学習の見通しをもつ。
・運動の基ૅ知識を確認し、

学習のねらいや計画をつか
む。
ಛに礼法に関して重点的に
学習する。

２　相撲の学習の४උを行う。
・学習ノートの準備
・施ઃ用۩の確認

３　簡易的な試合を行う。
・蹲踞相撲
・ਞ取り相撲
・押し合い相撲

＜学習Ⅰ＞
○基ૅ知識を整理し、学習のね
らい、計画を理解しよう。

લ୯ݩをৼりฦり、相
撲の基本ࣝを言った
り書き出している。

１　基本動作の学習（復習）

２　基本となる技とその関࿈
技ज़の学習

・押し
・寄り
・その関連技術

３　簡易的な試合
　・押し合い相撲
　・寄り合い相撲

４　学習のまとめと整理運
動、片づけ

＜学習Ⅱ＞　[ ねらい１]
○相撲の学習にੵۃ的にऔりΈ、基本となる技とその関࿈技ज़を身に付けよう。
○相撲の࿅習により高まる体力について理解しよう。

＜学習Ⅱ＞　[ ねらい２]
○基本動作および基本とな る技を身につけ、相手の動きに応じて攻防を展開しよう。
○健康・安全に配慮し、互い に仲間の学習をԉॿし合いながら、自身の՝に応じた࿅習方๏をબび、学習を進めよう。
○技の໊শや方๏、高まる体 力や試合の行い方を理解するとともに、ྱ ๏、ॴ作を行い相手をଚॏするଶを表し、ಓの伝統的な考え方を学ぼう。

１　基本動作の学習（復習）
実戦に向けて、仕切りや
受け身を重点的に行う。

２　基本となる技とその関
࿈技ज़の学習

・押し
・寄り
・その関連技術

　　（約束練習）

３　簡易的な試合
・押し合い相撲
・寄り合い相撲

４　学習のまとめと整理運
動、片づけ

１　関࿈して高まる体力に
ついての学習

２　基本動作の学習
　・立ち合い
　・受け身
　　（復習）

３　基本となる技とその関
࿈技ज़の学習
　・投げ技（出し投げ）
　・その関連技術

４　簡易的な試合
　・ෳの基本となる技に

限定した相撲

̑　学習のまとめと整理運
動、片づけ

１　基本動作を身につけ
る

・四股
・運び足
・立ち合い
・受け身

２　基本となる技の学習
・前さばき
　　おっつけ
みࠐりߜ　　
　　いなし

３　簡易的な試合
　・既習技に限定した相

撲

４　学習のまとめと整理
運動、片づけ

２　基本となる技の学習
基本となる技とその関連
技術

３　簡易的な試合
・ෳの技を用いた体格

別の試合

４　学習のまとめと整理運
動、片づけ

２　簡易的な試合
・試合方法および審判法

の確認
　・団体戦

３　学習のまとめと整理運
動、片づけ

２　簡易的な試合
・試合方法および審判法
の確認

　・習熟度別個人戦

３　学習のまとめと整理運
動、片づけ

２　基本となる技とその関
࿈技ज़を学習

・寄りとその関連技術
・前さばき
きฦしר・
・投げ技とその関連技術

習技、関࿈技ज़の整ط　３
理確認

４　簡易的な試合
・既習技に限定した相撲

̑　学習のまとめと整理運
動、片づけ

１　学習ノート、筆記試験
なͲ

　相撲の基本的߲ࣄに関
する知識

２　学習の成果の確認
　・映像視聴
　・表彰

３　学習成果の相互評価、
発表
　・νーϜミーティング
　・全体討議
　・教員による総括

４　学習のまとめ
・学習ノートをまとめる。

̑　片づけ

＜学習Ⅲ＞
○学習の成果を確認しよ
う。
けて、՝の学習に࣍○
や手がかりを整理しよう。

楽しさや喜びを味わいなが
ら、基本となる技 ( ԡし、د
り ) のؔ࿈技ज़のֶ習にੵ
的に取り組もうとしていۃ
る。

礼法、所作を行い、相手
を尊重するଶ度を示そ
うとしている。

相撲の練習により高·
る体力について、書き出
している。

άϧʔϓֶ習の中で、自
の՝をさがし、その
՝に応じた練習の方法
を選んでいる。

相手の動きに応じながら、
基本動作、基本となる技お
よびそΕらのؔ࿈技ज़を
用いて攻防を展開できる。

項を行わないなࣄࢭې
Ͳ、安全にཹ意して簡易
的な試合に取り組んでい
る。

相撲の礼法・所作および
武道の伝統的な考え方、
技の名称や方法、試合の
方法、相撲の練習により
高·る体力について書き
出している。

ֶ習した安全্のࣝ
を、練習や試合のさ·
͟·な場໘に׆用して
いる。

基本となる技（ԡし、د
り、出し投げ）と、そのؔ
࿈技ज़ができる。

指導と評価の計画（第 2学年） ※評価機会等の欄の矢印は、その評価項目に対応した内容の指導期間を示している。(̍時間で指導と評価を行う場合には矢印を付していない )
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・
武
道
の
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的
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考
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相
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な
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作
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と
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る
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や
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法

・
正
規
の
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法
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法

・
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と
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取
り

【関心・意欲・態度】については、主に授業中の生徒のようすの観察から実現状況を判断する。
【思 考 ・ 判 断】については、主に授業時の生徒の発言発表や学習ノートへの記述から実現状況を判断する。　
【技　　　　　　能】については、主に授業中の生徒のできばえの観察や実技試験の実施により実現状況を判断する。
【知 識 ・ 理 解】については、主に授業後の学習ノートへの記述から実現状況を判断する。

相手の動きに応じて技を用いることができるよう実戦的な技術を学ぶ

　　　　　　　　　　　（ྫ）・い姿勢から押し上げる
　　　　　　　　　　　　　　・上手はઙく、下手はਂく取る
　　　　　　　　　　　　　　・前に出て相手にѹ力をかけてから投げる

等のઃ定・礼法のపఈ・審判、記等の役割分୲߲ࣄࢭې・　　　　　　　　　　　　　　 競技方法、審判法、り・分୲等の確認、߲ࣄࢭېおよび礼法の確認

約束練習、復練習
の方法を理解する

約束練習、復練習の
方法を理解する

自由練習の方法を理解
する

グループ学習
・押しグループと寄りグル
  ープに分かれる
・グループでし合い、自主的

に学習を進める

・試合の行い方について

・武道の伝統的な考え方
について

１　基本動作の学習　
　ウォーミングアップ、補強運動として四股、運び足、受け身を全員で行う

ུࣜの審判法

ུࣜの
審判法
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○技ができる楽しさや喜びを味わい、基本動作と基本となる技を用いて、相手の動きに応じながら、攻防を展開できるようにする。相手をଚ重する とともに、仲間の学習をԉ助しようとすることができるようにする。武道の伝統的な考え方、技の名称や行い方、関連して高まる体力などにつ
いて理解し、健康・安全にؾをり課題に応じて学習活動の取り組みを工夫できるようにする。
　【技　　　　　　　　能】基本動作や基本となる技（押し、寄り、前さばき、投げ技）ができるようにする。基本動作と基本となる技を用いて、相手 の動きに応じながら、押したり寄ったりするなどの攻防を展開できるようにする。
　【態　　　　　　　　度】相撲にੵۃ的に取り組み、伝統的な行動の仕方をकり相手をଚ重しようとするとともに、߲ࣄࢭېを行わないなど健康 ŋ安全にؾをり、仲間の学習をԉ助しようとすることができるようにする。
　【知 識 、思 考 ・ 判 断】武道の伝統的な考え方、技の名称や行い方、関連して高まる体力などについて理解するとともに、課題に応じて学習活 動の取り組み方を工夫することができるようにする。

１　学習の見通しをもつ。
・運動の基ૅ知識を確認し、

学習のねらいや計画をつか
む。
ಛに礼法に関して重点的に
学習する。

２　相撲の学習の४උを行う。
・学習ノートの準備
・施ઃ用۩の確認

３　簡易的な試合を行う。
・蹲踞相撲
・ਞ取り相撲
・押し合い相撲

＜学習Ⅰ＞
○基ૅ知識を整理し、学習のね
らい、計画を理解しよう。

લ୯ݩをৼりฦり、相
撲の基本ࣝを言った
り書き出している。

１　基本動作の学習（復習）

２　基本となる技とその関࿈
技ज़の学習

・押し
・寄り
・その関連技術

３　簡易的な試合
　・押し合い相撲
　・寄り合い相撲

４　学習のまとめと整理運
動、片づけ

＜学習Ⅱ＞　[ ねらい１]
○相撲の学習にੵۃ的にऔりΈ、基本となる技とその関࿈技ज़を身に付けよう。
○相撲の࿅習により高まる体力について理解しよう。

＜学習Ⅱ＞　[ ねらい２]
○基本動作および基本とな る技を身につけ、相手の動きに応じて攻防を展開しよう。
○健康・安全に配慮し、互い に仲間の学習をԉॿし合いながら、自身の՝に応じた࿅習方๏をબび、学習を進めよう。
○技の໊শや方๏、高まる体 力や試合の行い方を理解するとともに、ྱ ๏、ॴ作を行い相手をଚॏするଶを表し、ಓの伝統的な考え方を学ぼう。

１　基本動作の学習（復習）
実戦に向けて、仕切りや
受け身を重点的に行う。

２　基本となる技とその関
࿈技ज़の学習

・押し
・寄り
・その関連技術

　　（約束練習）

３　簡易的な試合
・押し合い相撲
・寄り合い相撲

４　学習のまとめと整理運
動、片づけ

１　関࿈して高まる体力に
ついての学習

２　基本動作の学習
　・立ち合い
　・受け身
　　（復習）

３　基本となる技とその関
࿈技ज़の学習
　・投げ技（出し投げ）
　・その関連技術

４　簡易的な試合
　・ෳの基本となる技に

限定した相撲

̑　学習のまとめと整理運
動、片づけ

１　基本動作を身につけ
る

・四股
・運び足
・立ち合い
・受け身

２　基本となる技の学習
・前さばき
　　おっつけ
みࠐりߜ　　
　　いなし

３　簡易的な試合
　・既習技に限定した相

撲

４　学習のまとめと整理
運動、片づけ

２　基本となる技の学習
基本となる技とその関連
技術

３　簡易的な試合
・ෳの技を用いた体格

別の試合

４　学習のまとめと整理運
動、片づけ

２　簡易的な試合
・試合方法および審判法

の確認
　・団体戦

３　学習のまとめと整理運
動、片づけ

２　簡易的な試合
・試合方法および審判法
の確認

　・習熟度別個人戦

３　学習のまとめと整理運
動、片づけ

２　基本となる技とその関
࿈技ज़を学習

・寄りとその関連技術
・前さばき
きฦしר・
・投げ技とその関連技術

習技、関࿈技ज़の整ط　３
理確認

４　簡易的な試合
・既習技に限定した相撲

̑　学習のまとめと整理運
動、片づけ

１　学習ノート、筆記試験
なͲ

　相撲の基本的߲ࣄに関
する知識

２　学習の成果の確認
　・映像視聴
　・表彰

３　学習成果の相互評価、
発表
　・νーϜミーティング
　・全体討議
　・教員による総括

４　学習のまとめ
・学習ノートをまとめる。

̑　片づけ

＜学習Ⅲ＞
○学習の成果を確認しよ
う。
けて、՝の学習に࣍○
や手がかりを整理しよう。

楽しさや喜びを味わいなが
ら、基本となる技 ( ԡし、د
り ) のؔ࿈技ज़のֶ習にੵ
的に取り組もうとしていۃ
る。

礼法、所作を行い、相手
を尊重するଶ度を示そ
うとしている。

相撲の練習により高·
る体力について、書き出
している。

άϧʔϓֶ習の中で、自
の՝をさがし、その
՝に応じた練習の方法
を選んでいる。

相手の動きに応じながら、
基本動作、基本となる技お
よびそΕらのؔ࿈技ज़を
用いて攻防を展開できる。

項を行わないなࣄࢭې
Ͳ、安全にཹ意して簡易
的な試合に取り組んでい
る。

相撲の礼法・所作および
武道の伝統的な考え方、
技の名称や方法、試合の
方法、相撲の練習により
高·る体力について書き
出している。

ֶ習した安全্のࣝ
を、練習や試合のさ·
͟·な場໘に׆用して
いる。

基本となる技（ԡし、د
り、出し投げ）と、そのؔ
࿈技ज़ができる。

指導と評価の計画（第 2学年） ※評価機会等の欄の矢印は、その評価項目に対応した内容の指導期間を示している。(̍時間で指導と評価を行う場合には矢印を付していない )

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
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作
、礼
法
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名
称
や
方
法
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正
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審
判
法

・
運
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観
察
と
見
取
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【関心・意欲・態度】については、主に授業中の生徒のようすの観察から実現状況を判断する。
【思 考 ・ 判 断】については、主に授業時の生徒の発言発表や学習ノートへの記述から実現状況を判断する。　
【技　　　　　　能】については、主に授業中の生徒のできばえの観察や実技試験の実施により実現状況を判断する。
【知 識 ・ 理 解】については、主に授業後の学習ノートへの記述から実現状況を判断する。

相手の動きに応じて技を用いることができるよう実戦的な技術を学ぶ

　　　　　　　　　　　（ྫ）・い姿勢から押し上げる
　　　　　　　　　　　　　　・上手はઙく、下手はਂく取る
　　　　　　　　　　　　　　・前に出て相手にѹ力をかけてから投げる

等のઃ定・礼法のపఈ・審判、記等の役割分୲߲ࣄࢭې・　　　　　　　　　　　　　　 競技方法、審判法、り・分୲等の確認、߲ࣄࢭېおよび礼法の確認

約束練習、復練習
の方法を理解する

約束練習、復練習の
方法を理解する

自由練習の方法を理解
する

グループ学習
・押しグループと寄りグル
  ープに分かれる
・グループでし合い、自主的

に学習を進める

・試合の行い方について

・武道の伝統的な考え方
について

１　基本動作の学習　
　ウォーミングアップ、補強運動として四股、運び足、受け身を全員で行う

ུࣜの審判法

ུࣜの
審判法

̎ষɹ指導ܭը
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○技を高め勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、基本動作、基本となる技と得意技を用いて、相手の動きの変化に応じながら、攻防が展開できるよう にする。相撲に自主的に取り組み、互いに助け合い、教え合えるようにする。健康、安全を確保するとともに、伝統的な行動の仕方を大切にでき
るようにする。また、伝統的な考え方や見取り稽古の仕方などについて理解し、課題に応じて学習活動の方法を工夫することができるようにする。
　【技　　　　　　　　能】得意技を身につける。基本動作と基本となる技ならびに得意技を用いて、相手の動きの変化に応じながら、押したり寄 ったり崩したりするなど攻防を展開できるようにする。
　【態　　　　　　　　度】相撲に自主的に取り組み、互いに助け合い、教え合おうとすることができる。健康、安全を確保し、伝統的な行動の仕方 を大切にすることができる。
　【知 識 、思 考 ・ 判 断】伝統的な考え方、技の名称や見取り稽古の仕方、体力の高め方などについて理解するとともに、自己やグループの課題 に応じて学習活動の仕方を工夫することができる。

１　学習の見通しをもつ。
　本単元の学習のねらいや計画

をつかむ。
 ・学習ノートの準備

２　前単元で学習した知識を確
認する。

 ・技の名称や行い方、試合の
行い方、武道の伝統的な考
え方

３　相撲に必要な体力要素とそ
の高め方を理解する。

 ・必要な体力要素
 ・トレーニング法など

４　簡易的な試合を行う。
 ・既習技に限定した相撲

＜学習Ⅰ＞
○前単元で学んだ知識を整理す
るとともに、体力の高め方につ
いて学ぼう。
学習のねらい、計画を理解しよう。

相撲に必要な体力要素
とその高め方につい
て、言ったり書き出し
たりしている。

【関心・意欲・態度】については、主に授業中の生徒のようすの観察から実現状況を判断する。
【思 考 ・ 判 断】については、主に授業時の生徒の発言発表や学習ノートへの記述から実現状況を判断する。　
【技　　　　　　能】については、主に授業中の生徒のできばえの観察や実技試験の実施により実現状況を判断する。
【知 識 ・ 理 解】については、主に授業後の学習ノートへの記述から実現状況を判断する。

１　基本動作の学習（復習）
 ・立ち合いと受け身を重点

的に

２　基本となる技の学習
 ・押しとその関連技術（復習）
 ・寄りとその関連技術（復習）
 ・前さばき（復習）
 ・投げ技とその関連技術（復

習）

３　簡易的な試合
　・既習技に限定した相撲

４　学習のまとめと整理運動、
片づけ

＜学習Ⅱ＞　[ ねらい１]
○基本となる技を身に付け、簡易的な試合を楽しむことができるようにしよう。
○簡易的な試合の中で、自己の役割を責任をもって果たすとともに、健康・安全を確保でき
るようにしよう。

＜学習Ⅱ＞　[ ねらい２]
○自ら進んで伝統的な行動 の仕方を大切にしながら、勝敗を競い合う楽しさや喜びを味わおう。
○相手の動きの変化に応じ ながら、基本動作、基本となる技や得意技を用いて、攻防を展開しよう。
○グループ学習では、自分に 合った攻防の仕方を見付け、安全に配慮して仲間と教え合いながら、得意技を身に付けよう。

１　基本動作の復習　
　　ウォーミングアップ、 補強運動としてグループごとに要点等を確認しながら行う
　　・蹲踞姿勢 ・塵 浄水　　・中腰の構え　　・腰割り　　・四股　　・運び足　　・仕切り　　・受け身　　・立ち合い

２　得意技の学習
　　押し・寄りグループ に分かれ、グループ学習を行う

・自己の体力、能力、習 熟度等に合わせて攻防の仕方や得意技を選ぶ
・課題に合わせた練習 方法等を工夫する
・練習計画等を策定し、 自主的に練習する

計画立案および実際 の練習に当たっては、仲間と相談・協力して進める
運動観察の方法を学 び、グループ学習の中で活かしていく

新たな技として上手投げ、下手投げを学習する
［寄ってから投げる、体を開いて投げる］

・審判等の役割の遂行　・伝統的な行動の仕方の理解　
・健康、安全の確保　　・技能の習熟を念頭に（自由練習の前段階として）実施

・見取り稽古の方法を理解し実践する

・自主的に健康、安全を管理する

・自ら伝統的な行動を大切にする

・武道の伝統的な考え方を意識する

・勝敗を競い合う楽しさや喜びを味わう

・正規の試合の方法　　 審判法の確認　　　・伝統的な行動（礼法を含む）の実践
・健康、安全の確保　　 ・得意技の習熟に向けた仲間への助言と相互評価

１　基本動作の学習（復習）
 ・立ち合いと受け身を重

点的に

２　基本となる技の学習
 ・押し、寄り、前さばき、

出し投げとそれらの関
連技術（復習）

３　簡易的な試合
　・既習技に限定した相撲

４　学習のまとめと整理運
動、片づけ

１　基本動作の学習（復習）
 ・立ち合いと受け身を重

点的に

２　基本となる技の学習
 ・押し、寄り（復習）
 ・吊り（約束練習）

３　簡易的な試合
 ・多様な技を用いた相撲

４　学習のまとめと整理運
動、片づけ

３　試合
・団体戦（5人または7人）

４　学習のまとめと整理
運動、片づけ

３　試合
 ・体格別個人戦

４　学習のまとめと整
理運動、片づけ

２　簡易的な試合

 ・グループ別
　個人リーグ戦

（無差別個人戦予選）

３　学習のまとめと整
理運動、片づけ

２　簡易的な試合

 ・団体戦（5 人または 7人）

 ・無差別個人決勝戦

３　学習のまとめと整理運
動、片づけ

３　試合
 ・個人戦（リーグ戦またはトーナメン

ト戦）

４　学習のまとめと整理運動、片づけ

１　単元末の学習ノー
ト、筆記試験
　・基本動作、基本とな

る技、関連技術の名
称と方法

　・相撲の伝統的な行
動の仕方と武道の
伝統的な考え方

　・見取り稽古や運動
観察の方法

　・必要な体力要素と
その高め方

　・正規の試合方法や
審判法

２　学習の成果の確認
　・映像視聴
　・表彰

３　学習成果の相互評
価、発表

・グループミーティング
　・全体討議
　・教員による総括

４　片づけ

＜学習Ⅲ＞
○相撲の学習で学んだ
ことを整理し、各自がこ
れからも継続的して相
撲を楽しむための関わ
り方を考えよう。

簡易的な試合で、自己の役
割を責任をもって自主的に
果たそうとしている。

簡易的な試合で健康、
安全を確保している。

基本となる技（投げ技）
ができる。

相手を尊重し、試合
の中で、伝統的な礼
法、所作を大切にし
ようとしている。

相手の動きの変化に応じな
がら、基本動作と基本とな
る技ならびに得意技を用い
て、攻防を展開している。

勝敗を競う楽しさや
喜びを味わいながら、
試合に自主的に取り
組もうとしている。

相撲を継続して楽し
むための自己に適し
たかかわり方を見つ
けている。

【知識・理解】学習ノート
の記述および単元末テス
トの結果から実現状況を
判断する。

相撲の礼法・所作およ
び武道の伝統的な考え
方、技の名称や方法、試
合の方法、運動観察と
見取りの方法について
書き出している。

健康や安全を確保する
ために、習熟度や体調
に応じて適切な練習方
法を選んでいる。

自己の技能・体力の程度に応じて、
自己に適した攻防の仕方や得意技
を選んでいる。

指導と評価の計画（第 3学年） ※評価機会等の欄の矢印は、その評価項目に対応した内容の指導期間を示している。( 一時間で指導と評価を行う場合には矢印を付していない )
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◯
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○技を高め勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、基本動作、基本となる技と得意技を用いて、相手の動きの変化に応じながら、攻防が展開できるよう にする。相撲に自主的に取り組み、互いに助け合い、教え合えるようにする。健康、安全を確保するとともに、伝統的な行動の仕方を大切にでき
るようにする。また、伝統的な考え方や見取り稽古の仕方などについて理解し、課題に応じて学習活動の方法を工夫することができるようにする。
　【技　　　　　　　　能】得意技を身につける。基本動作と基本となる技ならびに得意技を用いて、相手の動きの変化に応じながら、押したり寄 ったり崩したりするなど攻防を展開できるようにする。
　【態　　　　　　　　度】相撲に自主的に取り組み、互いに助け合い、教え合おうとすることができる。健康、安全を確保し、伝統的な行動の仕方 を大切にすることができる。
　【知 識 、思 考 ・ 判 断】伝統的な考え方、技の名称や見取り稽古の仕方、体力の高め方などについて理解するとともに、自己やグループの課題 に応じて学習活動の仕方を工夫することができる。

１　学習の見通しをもつ。
　本単元の学習のねらいや計画

をつかむ。
 ・学習ノートの準備

２　前単元で学習した知識を確
認する。

 ・技の名称や行い方、試合の
行い方、武道の伝統的な考
え方

３　相撲に必要な体力要素とそ
の高め方を理解する。

 ・必要な体力要素
 ・トレーニング法など

４　簡易的な試合を行う。
 ・既習技に限定した相撲

＜学習Ⅰ＞
○前単元で学んだ知識を整理す
るとともに、体力の高め方につ
いて学ぼう。
学習のねらい、計画を理解しよう。

相撲に必要な体力要素
とその高め方につい
て、言ったり書き出し
たりしている。

【関心・意欲・態度】については、主に授業中の生徒のようすの観察から実現状況を判断する。
【思 考 ・ 判 断】については、主に授業時の生徒の発言発表や学習ノートへの記述から実現状況を判断する。　
【技　　　　　　能】については、主に授業中の生徒のできばえの観察や実技試験の実施により実現状況を判断する。
【知 識 ・ 理 解】については、主に授業後の学習ノートへの記述から実現状況を判断する。

１　基本動作の学習（復習）
 ・立ち合いと受け身を重点

的に

２　基本となる技の学習
 ・押しとその関連技術（復習）
 ・寄りとその関連技術（復習）
 ・前さばき（復習）
 ・投げ技とその関連技術（復

習）

３　簡易的な試合
　・既習技に限定した相撲

４　学習のまとめと整理運動、
片づけ

＜学習Ⅱ＞　[ ねらい１]
○基本となる技を身に付け、簡易的な試合を楽しむことができるようにしよう。
○簡易的な試合の中で、自己の役割を責任をもって果たすとともに、健康・安全を確保でき
るようにしよう。

＜学習Ⅱ＞　[ ねらい２]
○自ら進んで伝統的な行動 の仕方を大切にしながら、勝敗を競い合う楽しさや喜びを味わおう。
○相手の動きの変化に応じ ながら、基本動作、基本となる技や得意技を用いて、攻防を展開しよう。
○グループ学習では、自分に 合った攻防の仕方を見付け、安全に配慮して仲間と教え合いながら、得意技を身に付けよう。

１　基本動作の復習　
　　ウォーミングアップ、 補強運動としてグループごとに要点等を確認しながら行う
　　・蹲踞姿勢 ・塵 浄水　　・中腰の構え　　・腰割り　　・四股　　・運び足　　・仕切り　　・受け身　　・立ち合い

２　得意技の学習
　　押し・寄りグループ に分かれ、グループ学習を行う

・自己の体力、能力、習 熟度等に合わせて攻防の仕方や得意技を選ぶ
・課題に合わせた練習 方法等を工夫する
・練習計画等を策定し、 自主的に練習する

計画立案および実際 の練習に当たっては、仲間と相談・協力して進める
運動観察の方法を学 び、グループ学習の中で活かしていく

新たな技として上手投げ、下手投げを学習する
［寄ってから投げる、体を開いて投げる］

・審判等の役割の遂行　・伝統的な行動の仕方の理解　
・健康、安全の確保　　・技能の習熟を念頭に（自由練習の前段階として）実施

・見取り稽古の方法を理解し実践する

・自主的に健康、安全を管理する

・自ら伝統的な行動を大切にする

・武道の伝統的な考え方を意識する

・勝敗を競い合う楽しさや喜びを味わう

・正規の試合の方法　　 審判法の確認　　　・伝統的な行動（礼法を含む）の実践
・健康、安全の確保　　 ・得意技の習熟に向けた仲間への助言と相互評価

１　基本動作の学習（復習）
 ・立ち合いと受け身を重

点的に

２　基本となる技の学習
 ・押し、寄り、前さばき、

出し投げとそれらの関
連技術（復習）

３　簡易的な試合
　・既習技に限定した相撲

４　学習のまとめと整理運
動、片づけ

１　基本動作の学習（復習）
 ・立ち合いと受け身を重

点的に

２　基本となる技の学習
 ・押し、寄り（復習）
 ・吊り（約束練習）

３　簡易的な試合
 ・多様な技を用いた相撲

４　学習のまとめと整理運
動、片づけ

３　試合
・団体戦（5人または7人）

４　学習のまとめと整理
運動、片づけ

３　試合
 ・体格別個人戦

４　学習のまとめと整
理運動、片づけ

２　簡易的な試合

 ・グループ別
　個人リーグ戦

（無差別個人戦予選）

３　学習のまとめと整
理運動、片づけ

２　簡易的な試合

 ・団体戦（5 人または 7人）

 ・無差別個人決勝戦

３　学習のまとめと整理運
動、片づけ

３　試合
 ・個人戦（リーグ戦またはトーナメン

ト戦）

４　学習のまとめと整理運動、片づけ

１　単元末の学習ノー
ト、筆記試験
　・基本動作、基本とな

る技、関連技術の名
称と方法

　・相撲の伝統的な行
動の仕方と武道の
伝統的な考え方

　・見取り稽古や運動
観察の方法

　・必要な体力要素と
その高め方

　・正規の試合方法や
審判法

２　学習の成果の確認
　・映像視聴
　・表彰

３　学習成果の相互評
価、発表

・グループミーティング
　・全体討議
　・教員による総括

４　片づけ

＜学習Ⅲ＞
○相撲の学習で学んだ
ことを整理し、各自がこ
れからも継続的して相
撲を楽しむための関わ
り方を考えよう。

簡易的な試合で、自己の役
割を責任をもって自主的に
果たそうとしている。

簡易的な試合で健康、
安全を確保している。

基本となる技（投げ技）
ができる。

相手を尊重し、試合
の中で、伝統的な礼
法、所作を大切にし
ようとしている。

相手の動きの変化に応じな
がら、基本動作と基本とな
る技ならびに得意技を用い
て、攻防を展開している。

勝敗を競う楽しさや
喜びを味わいながら、
試合に自主的に取り
組もうとしている。

相撲を継続して楽し
むための自己に適し
たかかわり方を見つ
けている。

【知識・理解】学習ノート
の記述および単元末テス
トの結果から実現状況を
判断する。

相撲の礼法・所作およ
び武道の伝統的な考え
方、技の名称や方法、試
合の方法、運動観察と
見取りの方法について
書き出している。

健康や安全を確保する
ために、習熟度や体調
に応じて適切な練習方
法を選んでいる。

自己の技能・体力の程度に応じて、
自己に適した攻防の仕方や得意技
を選んでいる。

指導と評価の計画（第 3学年） ※評価機会等の欄の矢印は、その評価項目に対応した内容の指導期間を示している。( 一時間で指導と評価を行う場合には矢印を付していない )
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̎ষɹ指導ܭը



��

相ɹɹ撲

時間 ֶ習׆動 指導্のཹ意 評価内容 評価方法

��

１ɽू合、ྻおよびѫࡰをする。
健康およびの確認をする。

２ɽ相撲に関する映像ࢿྉを視聴
し、全体的Πメーδをつかむ。

̏ɽ本単元のඪおよび学習活動
を理解する。

̐ɽ本時のねらい、学習༰を理
解する。

○出ܽ確認および健康観察をする。
○のࣔࢦをする。
　上下体ҭண、スϙーπγϡーζ、つめ、ϔアϐン、めがね等
○本単元で必要な用۩、施ઃのઆ໌をする。
˞ॊ道、体ૢϚットを用する合は、ඨのわりにϥΠン

テープ等をషる。

○映像ࢿྉの準備に際しては、生徒の関心を高めることができ
るように、その༰をۛ味する。

ྫ）　中学生のެࣜ試合の映像
　　前度の授業෩ܠの映像
○生徒の関心が高まるように、解આをՃえる。

○生徒が、単元ඪおよび学習活動について理解しやすいよう
に、工夫してઆ໌する。

○学習ノートのい方についてઆ໌し、本単元のඪ、学習
༰などを記述させる。

○本時のඪ、学習༰を、生徒が理解しやすいように、工夫
してઆ໌する。

○学習ノートにඪ、学習༰などを記述させる。

��

̑ɽ基本的知識を身にける。
۩ಛੑ、礼法、用、࢙ྺ　　

̒ɽ相撲͋そびを行う。
　　手押し相撲
　　手Ҿき相撲等

などを用いて、生徒の関ྫࣄྉや身ۙなࢿ、については࢙ྺ○
心が高まるように工夫する。

○運動ಛੑに関しては、ඵ間というۃめてい時間でऴྃす
るということを౿まえ、そのಛについてઆ໌する。

○相撲ಛ༗の塵浄水（ちりちΐうͣ）については、そのྺ࢙や
意味合いを含めてઆ໌する。また、武道で重要視されるʮ礼
に࢝まり、礼にऴわるʯの意味をઆ໌する。

○用۩については、まわし、相撲ύンπ等にՃえ、௨ৗの競技
にみられるඨ、ඨ、࠭、Ԙ、水についても解આする。

○準備運動を行わせる。
○ର戦の前と後に必ͣ立礼をするようにࢦಋする。
○相撲ではόϥンスを崩し合うことが重要なことをઆ໌し、相

撲と関連ͮけてࢦಋする。
○手押し相撲および手Ҿき相撲は互いに྆手のฏを合わせた状

態から開࢝する。
̋手押し相撲では手のฏҎ֎は押さない、また手Ҿき相撲では

手をさないなどのルールを໌ࣔし、कるようࢦಋする。
○教員の合ਤで行わせ、それͧれ相手を変えてෳճ行わせる。

○相撲に関心をも
ち、楽しΜで取
り組もうとして
いる。【関心・
意欲・態度】

○観察、
学習
ノート
発言・

　発表

�

̓ɽ理運動を行う。

̔ɽ本時の評価と࣍時の課題を
理する。

̕ɽยͮけ、ྻ、健康状態の確
認、ѫࡰを行う。

○相撲͋そびに関心をもち、楽しΜで取り組もうとしていた生
徒を称ࢍする。

○֤自に、本時の学習༰とײを学習ノートに記ೖさせる。

１学年
1�10 相撲にؔ৺をもͪ、楽しんで取り組もうとする͜とができる。̡ ؔ৺・意ཉ・ଶ度ʳ本時の

目 標

指導の実際３章



��

̏ষɹ指導の࣮ࡍ（�ֶ）

時間 ֶ習׆動 指導্のཹ意 評価内容 評価方法

�

１ɽू合、ྻおよびѫࡰをする。
健康およびの確認をする。

２ɽ本時のねらい、学習༰を理
解する。

̏ɽ準備運動を行う。

○ू合、ྻ、ѫࡰのࣔࢦをする。
○出ܽ確認および健康観察をする。
○を確認する。
　上下体ҭண、スϙーπγϡーζ、つめ、ϔアϐン、めがね等

○ඪ、学習༰を生徒が理解しやすいようにઆ໌する。
○本時のඪ、学習༰などを記述させる。

○準備運動を行わせる。

��

̐ɽ基本動作を身にける。
　　 蹲踞姿勢、塵浄水

̑ɽ基本となる技の学習および؆
қ的な試合を行う。

　　押し
　　ਞ取り相撲

○蹲踞姿勢は、要点をおさえて行うようࢦಋする。
＜要点＞

・എےを৳ばす。
・කを開く。
。の力をൈくݞ・

○塵浄水は、相撲ಛ༗の礼法で͋ることをઆ໌したうえで、Ұ
つͻとつの動作をஸೡに行うようࢦಋする。
＜要点＞
・蹲踞姿勢をҡ࣋する。
・大きく྆を開く。

˞単ௐな活動になりがちなので、生徒が関心をもって取り組む
ことができるように工夫する。

ྫ１）教員が意ਤ的に間ҧった動作で塵浄水を行い、生徒にࢦ
ఠさせる（課題୳し）。

ྫ２）୭がҰ൪正しい動作で塵浄水を行っているか競い合う（塵
浄水ίンテスト）。

○ਞ取り相撲のઆ໌をする。
・ਞ取り相撲を行う前と後に必ͣ立礼をする。
・互いに྆手のฏを合わせた状態から開࢝する。
・教員の合ਤで開࢝する。開࢝の͋とはどこを押してもかま

わない。
˞時間は̏ʙ̑ඵにઃ定し、ऴྃ࣍ୈ、相手を変えてෳճ行

わせる。
○相撲では相手を押すことが重要で͋ることをઆ໌し、ਞ取り

相撲を行うようࢦಋする。
○安全ੑにྀし、ৗに相手と৮した状態で押し合うようࢦ

ಋする。
○時間でऴわるので、ू中してҰؾに相手を押すようࢦಋす

る。

○蹲踞姿勢、塵浄
水ができる。【技
能】

○観察

�

̒ɽ理運動を行う。

̓ɽ本時の評価と࣍時の課題を
理する。

̔ɽยͮけ、ྻ、健康状態の確
認、ѫࡰを行う。

○基本動作（蹲踞姿勢、塵浄水）ができていた生徒を称ࢍする。
○֤自に、本時の学習༰、自己評価、課題、ײを学習ノー

トに記ೖさせる。

１学年
2�10 基本動作（᪬᪘࢟、ਖড়ਫ）ができる。̡ 技能ʳ本時の

目 標



��

相ɹɹ撲

時間 ֶ習׆動 指導্のཹ意 評価内容 評価方法

�

１ɽू合、ྻおよびѫࡰをする。
健康およびの確認をする。

２ɽ本時のねらい、学習༰を理
解する。

̏ɽ準備運動を行う。

○ू合、ྻ、ѫࡰのࣔࢦをする。
○出ܽ確認および健康観察をする。
○を確認する。

○ねらい、学習༰を生徒が理解しやすいようにઆ໌する。
○本時のඪ、学習༰などを記述させる。

○準備運動を行わせる。

��

̐ɽ基本動作を身にける。（�）
　蹲踞姿勢、塵浄水

̑ɽ؆қ的な試合を行う。（�）
　　ਞ取り相撲

̒ɽ基本動作を身にける。（�）
　　中腰の構え、腰割り

7ɽ؆қ的な試合を行う。（�）
　　ਞ取り相撲

○ϙΠントを確認しながら復習させる。

○ਞ取り相撲を行う前と後に必ͣ立礼をするようにࢦಋする。
○ϙΠントを確認し、相手を変えてෳճ行わせる。
○自由な押し合いの中で、よりޮ果的な方法（い姿勢からの

押し上げ）にͮؾくよう工夫し、ࢦಋする。
˞実際に相手を押すためには、重心がいことが重要になるこ

とを体験的に理解させ、中腰の構えの学習にܨげる。

○中腰の構えは、相撲の基本姿勢で͋ることをઆ໌したうえで、
ద切に手本をࣔしࢦಋする。中腰の構えを時間ҡ࣋すると、
足腰にա度のෛ୲がかかることが͋るので意する。

○腰割りは、足腰を強化するトレーニングのҰつで͋るととも
に、中腰の構えを意識しながら上下に動く練習でも͋ること
をઆ໌する。

˞単ௐな活動になりがちなので、生徒が関心をもって取り組む
ことができるように工夫する。

ྫ１）教員が意ਤ的にѱいྫをࣔし、生徒にࢦఠさせる（課題
୳し）。

ྫ２）୭がҰ൪正しい動作で腰割りを行っているか競い合う（腰
割りίンテスト）。

○ਞ取り相撲を行う前と後に必ͣ立礼をするようにࢦಋする。
○中腰の構えを意識してਞ取り相撲（押し合い）を行わせる。
○頭෦は相手のӈݞ（またはݞࠨ）の前にもっていき、頭෦が

ぶつからないようにࢦಋする。
○相手の上෦に手を当て押すようにࢦಋする。
○合ਤとともに、中腰の構えからҰؾに相手を押すようにࢦಋ

する。
○教員のʮ࢝めʯの合ਤで࢝め、相手を変えてෳճ行わせる。

○؆қ的な試合の
中で、い姿勢

（中腰の構え）
の重要ੑにͮؾ
いている。【思
考・判断】

○観察、
発言・
発表、
学習
ノート

�

̔ɽ理運動を行う。

̕ɽ本時の評価と࣍時の課題を
理する。

��ɽยͮけ、ྻ、健康状態の
確認、ѫࡰを行う。

○؆қ的な試合の中で中腰の構えの重要ੑにͮؾいていた生徒
を称ࢍする。

○֤自に、本時の学習༰、自己評価、課題、ײを学習ノー
トに記ೖさせる。

１学年
3�10 簡易的な試合の中でい࢟（中ࠊのߏえ）の重要ੑにͮ͘ؾ。̡ 考・அʳ本時のࢥ

目 標



��

時間 ֶ習׆動 指導্のཹ意 評価内容 評価方法

�

１ɽू合、ྻおよびѫࡰをする。
健康およびの確認をする

２ɽ本時のねらい、学習༰を理
解する。

̏ɽ準備運動を行う。

○ू合、ྻ、ѫࡰのࣔࢦをする。
○出ܽ確認および健康観察をする。
○を確認する。

○ねらい、学習༰を生徒が理解しやすいように、工夫してઆ
໌する。

○本時のඪ、学習༰などを記述させる。

○準備運動を行わせる。

��

̐ɽ基本動作を身にける。（�）
　　中腰の構え、腰割り

̑ɽ基本となる技を学習する。
　　押し

̒ɽ基本動作を身にける。（�）
　　四股

̓ɽ؆қ的な試合を行う。
　　押し合い相撲

○中腰の構えと腰割りのϙΠントを確認しながら復習させる。
˞時間੍約のため、ू団（�� 人ఔ度）で行わせ、評価する。

○押すଆと受けるଆを決めて、２人１組で練習させる。
○活動の前と後に必ͣ立礼をするようにࢦಋする。
○受ける方法をࢦಋする。この段階では、相手が押してきたら、

無理をせͣに下がるようにする。
˞体ҭؗϑϩア等をར用する合には、スϜーζに下がること

ができるよう、受けるଆにはۺ下をண用させるなどの工夫を
する。

○押しの手本をࣔす。
○当たる動作はこの段階では行わせͣ、まͣ押す姿勢を身に

けることに重点をஔいてࢦಋする。
＜要点＞
・中腰の構えをҡ࣋する。 ・すり足で前へ出る。

○四股は、下身のے力やฏੑߧを強化するトレーニングで͋
り、中腰の構えを基本として動くための練習でも͋ることを
આ໌する。

○教員の߸ྩに合わせて行う。
＜要点＞
・中腰の構えから࢝め、中腰の構えにる。
・足を上げた際、࣠足で体のόϥンスを保つ。
・Ώっくりと大きな動作で行う。

˞しい動作なので、この段階では習熟をもとめない。�� ճ
２ηットఔ度を安として行うようࢦಋする。

○押し合い相撲のઆ໌をする。
・押し合い相撲を行う前と後に必ͣ立礼をする。
・互いに頭෦を相手のݞࠨの前にもっていき、ࠨ手は相手の

上෦、ӈ手は相手のගに当てた状態から開࢝する。（ࠨ
ӈٯにしてもྑい）

・安全確保のため、ৗに相手と৮した状態で押し合う。
・教員の合ਤで開࢝する。

˞体格がಉఔ度のऀಉ࢜で、相手を変えてෳճ行わせる。
○押しの練習で学Μͩことを、؆қ的な試合の中で発شするよ

うにࢦಋする。

○؆қ的な試合に
おいて、礼法、
ॴ作を行おうと
している。【関
心・意欲・態度】

○観察

�

̔ɽ理運動をする。

̕ɽ本時の評価と࣍時の課題を
理する。

��ɽยͮけ、ྻ、健康状態の
確認、ѫࡰを行う。

○中腰の構えができていた生徒を称ࢍする。
○֤自に、本時の学習༰、自己評価、課題、ײを学習ノー

トに記ೖさせる。

１学年
4�10 簡易的な試合において、礼法や所作を行おうとする͜とができる。̡ ؔ৺・意ཉ・ଶ度ʳ本時の

目 標

̏ষɹ指導の࣮ࡍ（�ֶ）



��

相ɹɹ撲

時間 ֶ習׆動 指導্のཹ意 評価内容 評価方法

�

１ɽू合、ྻおよびѫࡰをする。
健康および、用۩の確認を
する。

２ɽ本時のねらい、学習༰を理
解する。

̏ɽ準備運動を行う。

○ू合、ྻ、ѫࡰのࣔࢦをする。
○出ܽ確認および健康観察をする。
○の確認をする。
○用۩のࣔࢦをする。
　ॊ道のଳ、相撲ύンπ・؆қまわし

○ねらい、学習༰を生徒が理解しやすいようにઆ໌する。
○本時のඪ、学習༰などを記述させる。

○準備運動を行わせる。

��

̐ɽ基本動作を身にける。（�）
　　四股（腰割りを含む）

̑ɽ基本となる技を学習する。
（約束練習）

　　押し
　　寄り

̒ɽ基本動作を身にける。（�）
　　運び足

̓ɽ؆қ的な試合を行う。
　　押し合い相撲
　　寄り合い相撲

○ϙΠントを確認しながら復習させる。

○２人１組での練習の前と後に、必ͣ立礼をするようにࢦಋす
る。

○前ճの押しの復習をさせる。
○寄りの基本は、押しの基本とಉじで͋ることをઆ໌する。
○ӈ四つ、ࠨ四つおよび上手、下手についてઆ໌する。
○相手のまわしをҾきつけて前へ出るようࢦಋする。この段階

では四つに組Μͩ状態から練習させる。
　＜要点＞

・押しを基本とする。
・まわしをҾきつける。

○運び足については、中腰の構えをҡ࣋しながら、すり足で前
進するようにࢦಋする。

○中腰の構えと運び足について評価する。
　＜中腰の構えの要点＞

・කが֯になるまで腰を下Ζす。　　・කを開く。
・腰がҾけないようにする。

　＜運び足の要点＞
・すり足で行う。　　・身体を上下に動かさない。
・上体をࠨӈに動かさない。

˞生徒が関心をもって取り組むことができるように工夫する。
ྫ）教員がѱいྫをࣔし、生徒にࢦఠさせる（課題୳し）。

○؆қ的な試合を行う前と後に、必ͣ立礼をするようにࢦಋす
る。

○押し合い相撲では、安全ੑにྀし、ৗに相手と৮した状
態で押し合うなどのルールを໌ࣔし、それにैうようࢦಋす
る。

○寄り合い相撲のઆ໌をする。
・寄り合い相撲を行う前と後に必ͣ立礼をさせる。
・ӈ四つ͋るいはࠨ四つに組Μͩ体勢から開࢝する。
・相手を投げないようにする。
・ৗに四つに組Μͩ状態で相撲を取らせる。
・教員の合ਤで開࢝する。

˞体格がಉఔ度ऀಉ࢜で、相手を変えてෳճ行わせる。
○押しと寄りの練習で学Μͩことを؆қ的な試合の中で発شす

るようࢦಋする。

○中腰の構え、運
び足ができる。

【技能】

○観察

�

̔ɽ理運動を行う。

̕ɽ本時の評価と࣍時の課題を
理する。

��ɽยͮけ、ྻ、健康状態の
確認、ѫࡰを行う。

○基本動作（運び足）ができていた生徒を称ࢍする。
○֤自に、本時の学習༰、自己評価、課題、ײを学習ノー

トに記ೖさせる。

１学年
5�10 基本動作（運び）ができる。̡ 技能ʳ本時の

目 標



��

時間 ֶ習׆動 指導্のཹ意 評価内容 評価方法

�

１ɽू合、ྻおよびѫࡰをする。
健康および、用۩の確認を
する。

２ɽ本時のねらい、学習༰を理
解する。

̏ɽ準備運動を行う。

○ू合、ྻ、ѫࡰのࣔࢦをする。
○出ܽ確認および健康観察をする。
○、用۩の確認をする。

○ねらい、学習༰を生徒が理解しやすいように、工夫してઆ
໌する。

○本時のඪ、学習༰などを記述させる。

○準備運動を行わせる。

��

̐ɽ基本動作を身にける。（�）
　　四股、腰割り、運び足

̑ɽ基本となる技を学習する。
　　（約束練習）
　　押し、寄り、投げ技

̒ɽ基本動作を身にける。（�）
　　仕切り
　　立ち合い
　　受け身（蹲踞相撲を含む）

̓ɽ؆қ的な試合を行う。
　　基本となる技（押し、寄り、

出し投げ）に限定した相撲

○ϙΠントを確認しながら復習させる。

○２人１組での練習の前後に必ͣ立礼をするようࢦಋする。
○前ճの押し、寄りの復習をさせる。
○投げ技については、出し投げをհする。出し投げは、寄り

ˠ出し投げˠ寄りの連ଓ技としてとらえるようࢦಋする。

○仕切りと立ち合いについては、手本をࣔした後、練習を行わ
せる。この段階では、相手をஔかͣ、個別に練習させる。

○仕切りでは、い姿勢で྆方のこぶしをつくようࢦಋする。
○立ち合いでは、い姿勢のまま、すり足で前進するようࢦಋ

する。
○受け身の練習では、まͣ個別に、前後ࠨӈにసがる練習（前

స、Ώりかご受け身など）をさせる。࣍に、蹲踞姿勢から前
後ࠨӈにసがる練習させる。

　＜要点＞
 ・頭෦を保ޢするために、͋ごをҾき、എ中をؙめる。
 ・ িܸをやわらげるために、お৲、എ中のॱでচにணくよう

にసがる。
○蹲踞相撲のઆ໌をする。

 ・前後に必ͣ立礼をする。
 ・蹲踞姿勢で相手と向き͋う。
 ・互いに྆手のฏを合わせる。
 ・方の྆ගが΄΅ �� 度になるよう、互いの間ִをௐઅする。
 ・教員の合ਤで開࢝する。

○受け身の練習として行わせる。
○競い合うのではなく、楽しみながら受け身の基本を学ぶこと

を意識させる。

○押し、寄りおよび出し投げに限定した相撲のઆ໌をする。
 ・相撲を取る前と後に必ͣ立礼をさせる。
 ・押し合い相撲開࢝の体勢を作る。
 ・教員の合ਤで開࢝する。
 ・押し、寄りおよび出し投げͩけを用いて相撲を取らせる。
 ・なるく྆ऀの体が৮した状態で相撲を取らせる。
 ・్中で体がれてしまった合は、中ࢭする。
 ・ この合は、取りしとするか、中ࢭにしたҐஔで৮さ

せて࠶開する。
○८ճし、ݥةで͋ると判断された合、やかに中ࢭさせ、

必要なࢦಋを行う。

○安全確保のため
に、受け身の学
習にੵۃ的に取
り組もうとして
いる。（関心・
意欲・態度）

○観察

�

̔ɽ理運動を行う。

̕ɽ本時の評価と࣍時の課題を
理する。

��ɽยͮけ、ྻ、健康状態の
確認、ѫࡰを行う。

○安全確保のために、受け身の練習にੵۃ的に取り組Μでいた
生徒を称ࢍする。

○֤自に、本時の学習༰、自己評価、課題、ײを学習ノー
トに記ೖさせる。

１学年
6�10 安全確保のために、ੵۃ的にडけのֶ習に取り組む͜とができる。̡ ؔ৺・意ཉ・ଶ度ʳ本時の

目 標

̏ষɹ指導の࣮ࡍ（�ֶ）



��

相ɹɹ撲

時間 ֶ習׆動 指導্のཹ意 評価内容 評価方法

�

１ɽू合、ྻおよびѫࡰをする。
健康および、用۩の確認を
する。

２ɽ本時のねらい、学習༰を理
解する。

̏ɽ準備運動を行う。

○ू合、ྻ、ѫࡰのࣔࢦをする。
○出ܽ確認および健康観察をする。
○、用۩の確認をする。

○ඪ、学習༰を生徒が理解しやすいようにઆ໌する。
○本時のඪ、学習༰などを記述させる。

○準備運動を行わせる。
　ಛにᰍ෦はೖ念に行わせる。

��

̐ɽ基本動作を身にける。
　　四股、腰割り、運び足、受け身

̑ɽ基本となる技を学習する。
　　（約束練習）
　　押し
　　寄り
　　投げ技（出し投げ）

̒ɽ؆қ的な試合を行う。
　　既習技を中心とした相撲

○̐ʙ̒人のグループで練習させる。
○この段階からは、動作の習得にՃえて、相撲の準備運動͋る

いは補強運動としてҐஔͮけࢦಋする。
○四股はグループごとにをかけて行うようにࢦಋする。
○受け身については、蹲踞姿勢からˠ蹲踞相撲ˠ中腰の構えか

らのॱংで練習させる。

○２人１組での練習の前と後に、必ͣ立礼をするようにࢦಋする。
○ϙΠントを確認させ、前ճの押し、寄りの復習をさせる。
○押し、寄りのࢦಋでは、仕切りの構えから前に出るようにࢦ

ಋする。その際には、相手との間ִをڱくするなど、安全に
े分にྀする。

○押しの練習では、仕切りから、受けるଆのӈڳ෦にͻたいを
つけるようࢦಋする。

○寄りの合は、仕切りから、まわしを取りにいく͋るいは差
しにいくというࢦಋをする。

○̐ʙ̒人のグループ別に、生徒ಉ࢜で観察し、助言し合う学
習活動をとおして、自主的に学ぶ姿勢を身にけるようࢦಋ
する。

○出し投げの要点についてઆ໌する。
＜要点＞
・相手のまわしの前の方を取って、投げる。
・体を開いてԣに出すように投げる。

○出し投げの練習は、四つに組Μͩ状態から行わせる。

○ུࣜの審判法についてઆ໌をする。
○審判方法とともに競技方法についてもઆ໌する。

・審判のݺびかけに応じてҰ連の動作を行う。
○既習技を中心とした相撲のઆ໌を行う。

・体格や習熟度にྀして̏人ͣつのグループをつくる。
・２人が相撲を取り、� 人は審判とする。
・相撲を取る前後に必ͣ立礼をする。
・押し、寄りおよび出し投げを用いる。
・審判は̏人でϩーテーγϣンする。

○仕切りでの྆ऀの間ִについては、安全にྀし、習熟度に
応じてద切にઃ定する。

○立ち合いでは、ͻたいで当たるという方法ではなく、ʮ差しにい
くʯまたはʮまわしを取りにいくʯなどの方法でもよいとࢦ
ಋする。

○८ճし、ݥةで͋ると判断された合、やかに中ࢭさせ、
必要なࢦಋを行う。

○自己の役割を
をもって果た
そうとしてい
る。【関心・意欲・
態度】

○観察

�

̓ɽ理運動を行う。

̔ɽ本時の評価と࣍時の課題を
理する。

̕ɽยͮけ、ྻ、健康状態の確
認、ѫࡰを行う。

○基本となる技（押し）ができていた生徒および自己の役割を
をもって果たそうとしていた生徒を称ࢍする。

○֤自に、本時の学習༰、自己評価、課題、ײを学習ノー
トに記ೖさせる。

相撲 1

１学年
7�10 自己の役割を責任をもって果たそうとする͜とができる。̡ ؔ৺・意ཉ・ଶ度ʳ本時の

目 標



�5

時間 ֶ習׆動 指導্のཹ意 評価内容 評価方法

�

１ɽू合、ྻおよびѫࡰをする。
健康および、用۩の確認を
する。

２ɽ本時のねらい、学習༰を理
解する。

̏ɽ準備運動を行う。

○ू合、ྻ、ѫࡰのࣔࢦをする。
○出ܽ確認および健康観察をする。
○、用۩の確認をする。

○ඪ 、学習༰を生徒が理解しやすいようにઆ໌する。
○本時のඪ、学習༰などを記述させる。

○準備運動を行わせる。
　ಛにᰍ෦はೖ念に行わせる。

��

̐ɽ基本動作を身にける。
　　四股、腰割り、運び足
　　受け身

̑ɽ基本となる技を学習する。
　　（グループ学習）
　　押し
　　寄り

̒ɽ؆қ的な試合を行う。
　　既習技を中心とした相撲
　　（̑人ൈき戦）

○準備運動͋るいは補強運動として行わせる。
○̐ʙ̒人のグループ別に、߸ྩをかけるなどして行わせる。

○押し、寄りの練習では、安全にྀしながら、ঃʑに相手と
の間ִをげ、仕切りઢの間ִ（7� DN）にۙͮけていくよ
うࢦಋする。

○この段階では、自主的にグループ別練習を行うようࢦಋする。
○押し、寄りについて、評価する。
　＜押しの要点＞
　・中腰の構えをҡ࣋する。　　・すり足で前へ出る。
　＜寄りの要点＞
　・押しを基本とする。　　　　・まわしをҾきつける。

している技・行ҝࢭېされている技・行ҝおよび授業でࢭې○
（୲当教員の判断）についてઆ໌し、それらをݫकするよう
。ಋするࢦ

○ଞをଚ重するという武道のਫ਼ਆを理解し、上記Ҏ֎でもݥة
ͩと思われる技や行ҝが͋った合、自主的に相撲を中ࢭす
るようࢦಋする。

○競技方法、審判法について確認するとともに、記、進行（ア
ナウンス）の方法についてઆ໌する。

○既習技を中心とした相撲のઆ໌をする。
 ・体格や習熟度にྀして̒ʙ̔人でグループをつくる。
 ・グループで審判、記、進行（アナウンス）を決め、

ަで行う。
 ・相撲を取る前と後に必ͣ立礼をする。
 ・既習の基本となる技（押し、寄りおよび出し投げ）を用いる。
 ・相撲を取るॱ൪を決め、勝ちり方ࣜで、̑人ൈき戦を行

う。
○仕切りでの྆ऀの間ִについては、安全にྀし、習熟度に

応じてద切にઃ定する。
○८ճし、ݥةで͋ると判断された合、やかに中ࢭさせ、

必要なࢦಋを行う。

○押し、寄りがで
きる。【技能】

○観察

�

̓ɽ理運動を行う。

̔ɽ本時の評価と࣍時の課題を
理する。

̕ɽยͮけ、ྻ、  健康状態の
確認、ѫࡰを行う。

○基本となる技（押し、寄り）ができていた生徒および仲間と
協力して課題を୳し、その課題に応じた練習の方法を選Μで
いた生徒を称ࢍする。

○֤自に、本時の学習༰、自己評価、課題、ײを学習ノー
トに記ೖさせる。

相撲 1

１学年
8�10 基本となる技（ԡし、دり）ができる。̡ 技能ʳ本時の

目 標

̏ষɹ指導の࣮ࡍ（�ֶ）



��

相ɹɹ撲

時間 ֶ習׆動 指導্のཹ意 評価内容 評価方法

�

１ɽू合、ྻおよびѫࡰをする。
健康および・用۩の確認を
する。

２ɽ本時のねらい、学習༰を理
解する。

̏ɽ準備運動を行う。

○ू合、ྻ、ѫࡰのࣔࢦをする。
○出ܽ確認および健康観察をする。
○の確認をする。
○用۩のࣔࢦをする。

○ねらい、学習༰を生徒が理解しやすいようにઆ໌する。
○本時のඪ、学習༰などを記述させる。
○団体戦のνーϜ分けを行う（̑人੍）。
　体格、習熟度などがνーϜでಉ等になるようにྀする。
＜体格にྀしたྫ＞
　ઌ（ܰྔڃ）、ೋਞ、中ݎ（中ྔڃ）、෭ক（重ྔڃ）、
　大ক（無差別ڃ）

○準備運動を行わせる。
　ಛにᰍ෦はೖ念に行わせる。

��

̐ɽ基本動作および基本となる技
を復習する。

　　四股、運び足、受け身、押し、
　寄り、投げ技

̑ɽ؆қ的な試合を行う。
　　既習技を中心とした団体戦　

　（̑人੍）

○四股、運び足、受け身については、νーϜごとに準備運動と
して行わせる。

○押し、寄り、投げ技に関しては、試合前の技術確認として、νー
Ϝごとで練習する。

○νーϜごとに、役割分୲（審判、記、進行、ϏテΦࡱ
Ө）と出ॱについてし合わせる。

○審判、記、進行、ϏσΦࡱӨは、ର戦がないνーϜ
がަして行う。

している技・行ҝࢭېされている技・行ҝおよび授業でࢭې○
について確認し、ݫकするようࢦಋする。

○仕切りでの྆ऀの間ִについては、安全にྀし、習熟度に
応じてద切にઃ定する。

○८ճし、ݥةと判断された合は、やかに中ࢭさせ、必要
なࢦಋを行う。

○८ճして、技能評価を行う。
　押し、寄り、出し投げのいͣれか、またはそれらを組み合わ

せて技を用いているかを観る。

○基本動作や基本
となる技を用い
て攻防を展開で
きる。【技能】

○観察

�

̒ɽ理運動を行う。

̓ɽ本時の評価と࣍時の課題を
理する。

̔ɽยͮけ、ྻ、健康状態の確
認、ѫࡰを行う。

○試合の中で、礼法やॴ作を正しく行っていた生徒や基本動作
や基本となる技を用いて攻防を展開していた生徒を称ࢍす
る。

○֤自に、本時の学習༰、自己評価、課題、ײを学習ノー
トに記ೖさせる。

相撲 1

１学年
9�10 基本動作や基本となる技を用いて攻防を展開できる。̡ 技能ʳ本時の

目 標



�7

時間 ֶ習׆動 指導্のཹ意 評価内容 評価方法

�

１ɽू合、ྻおよびѫࡰをする。

２ɽ本時のねらい、学習༰を理
解する。

○ू合、ྻ、ѫࡰのࣔࢦをする。
○出ܽ確認をする。

○本時のඪ、学習༰などをઆ໌し、記述させる。
○団体戦のνーϜごとにྻさせる。

��

̏ɽ単元の要点を記述する。
　　学習ノート、ච記試験など

̐ɽ学習果を確認する。
　　映像視聴
　　表彰

̑ɽ学習果の相互評価、発表を
行う。

　　νーϜミーティング
　　全体討議

○単元全体の要点をおさえた༰とする。
＜要点＞
 ・相撲のྺ࢙、ಛੑ
 ・礼法とॴ作、用۩
 ・基本動作および基本となる技
されている技・行ҝ、審判法などࢭې・ 

○団体戦をࡱӨした映像を視聴させる。
○団体戦̏Ґまでを表彰する。
○団体戦の全勝ऀを༏ल選手として表彰する。

○νーϜ・ミーティング
　νーϜで、学習の果や課題についてし合い、学習ノー

トにまとめるようࣔࢦする。
○全体討議
　個人およびνーϜに関する学習果や課題について発表させ

る。
○教員による総括

○相撲のಛੑや
り立ち、技の名
称や行い方につ
いてॻき出して
いる。【知識・
理解】

○学習
ノート、

　ච記試
験など

��

̒ɽ学習ノートを仕上げ、ఏ出す
る。

̓ɽྻ、ѫࡰをする。

○本単元の果・課題を໌確化し、࣍単元のඪをࣔす。
○本時の学習༰、自己評価、課題、ײを学習ノートに記ೖ

させる。
○本時を含めて全体を総括し、学習ノートにまとめる。

女子相撲Πϥετ �

１学年
10�10

相撲の基本的ࣄ項（ಛੑやりཱͪ、技の名称や行い方）についてཧղする。
ʲࣝ・ཧղʳ

本時の
目 標

̏ষɹ指導の࣮ࡍ（�ֶ）



��

相ɹɹ撲

時間 ֶ習׆動 指導্のཹ意 評価内容 評価方法

�

１ɽू合、ྻおよびѫࡰをする。
健康およびの確認をする。

２ɽ本単元のඪおよび学習活動
を理解する。

̏ɽ本時のねらい、学習༰をઆ
໌する。

○ू合、ྻ、ѫࡰのࣔࢦをする。
○出ܽ確認および健康観察をする。
○のࣔࢦをする。
　上下体ҭண、スϙーπγϡーζ、つめ、ϔアϐン、めがね等
○本単元で必要な用۩、施ઃのઆ໌をする。
　ॊ道のଳ、؆қまわし・相撲ύンπ
　ඨまたはॊ道、体ҭؗϑϩア、グϥウンυ
˞ॊ道、体ૢϚットを用する合は、ඨのわりにϥΠン

テープ等をషる。

○１࣍の単元からのྲྀれをࣔし、生徒が単元ඪおよび学習
活動について理解しやすいように工夫してઆ໌する。

○学習ノートのい方についてઆ໌し、本単元のඪ、学習
༰などを記述させる。

○ねらい、学習༰を、生徒が理解しやすいように、工夫して
આ໌する。

○学習ノートに本時のඪ、学習༰などを記述させる。

��

̐ɽ１࣍の単元の動画を視聴し
て課題等を確認し、関心、意欲
を高める。（�� 分ఔ度）

̑ɽ１࣍の単元で学Μͩ基ૅ知
識を確認する。（�� 分ఔ度）

ಛੑ、礼法、用۩など、࢙ྺ　　

̒ɽ؆қ的な試合を行う。
　　（�� 分ఔ度）
　　蹲踞相撲
　　ਞ取り相撲
　　押し合い相撲

○動画の準備に際しては、課題の確認および意欲のىשができ
るように、༰をۛ味する。

○生徒の関心が高まるように、解આをՃえる。

、ྉなどを用いてࢿಛੑ、礼法、用۩について、映像や、࢙ྺ○
֓括的にઆ໌する。

○ಛに、礼法に関しては、ࠓ後の学習と関連ͮけて、その重要
ੑや方法を強ௐしてઆ໌する。

ಋ༰に関して生徒に発言をもとめ、方向的授業になるࢦ˞
ようめる。

○準備運動を行わせる。
○ର戦の前と後に必ͣ立礼をするようにࢦಋする。
○蹲踞相撲では、安全確保の観点から、受け身を重視して行わ

せる。
○ਞ取り相撲および押し合い相撲では、１࣍の単元でࢦಋし

た方法を確認してから、行わせる。
○前単元で学Μͩ技術をৼりฦり、楽しみながら学習できるよ

う、ࢦಋする。
○教員のʮ࢝めʯの合ਤで行わせる。

○１࣍の単元を
ৼりฦり、相撲
の 基 ૅ 知 識 を
言ったりॻき出
し た り し て い
る。【知識・理解】

○発言・
発表、
学習
ノート

�

̓ɽ理運動を行う。

̔ɽ本時の評価と࣍時の課題を
理する。

̕ɽยͮけ、ྻ、健康状態の確
認、ѫࡰを行う。

○前単元をৼりฦり、相撲の基ૅ知識に関する発言をしていた
生徒を称ࢍする。

○֤自に、本時の学習༰とײを学習ノートに記ೖさせる。

２学年
1�10 � ࣍の୯ݩをৼりฦり、相撲の基本ࣝをཧղする。̡ ࣝ・ཧղʳ本時の

目 標



��

̏ষɹ指導の࣮ࡍ（�ֶ）

時間 ֶ習׆動 指導্のཹ意 評価内容 評価方法

�

１ɽू合、ྻおよびѫࡰをする。
健康および、用۩の確認を
する。

２ɽ本時のねらい、学習༰を理
解する。

̏ɽ準備運動を行う。

○ू合、ྻ、ѫࡰのࣔࢦをする。
○出ܽ確認および健康観察をする。
○、用۩の確認をする。

○ねらい、学習༰を生徒が理解しやすいようにઆ໌する。
○本時のඪ、学習༰などを記述させる。

○準備運動を行わせる。
　ಛにᰍ෦はೖ念に行わせる。

��

̐ɽ基本動作を確認し、身にけ
る。

　　蹲踞姿勢、塵浄水
　　中腰の構え、腰割り、
　　四股
　　受け身

5ɽ基本となる技とその関連技術
を学習する。（約束練習）

　　押し
　　寄り
　　その関連技術

̒ɽ؆қ的な試合を行う。
　　押し合い相撲
　　寄り合い相撲

○塵浄水は、礼法のҰつなので、その意味を意識しながらஸೡ
に行うようࢦಋする。

○中腰の構えについては、腰がҾけない、කを開く、ݞの力を
ൈくなどのϙΠントをおさえ、ࢦಋする。

○腰割りと四股は、中腰の構えをҡ࣋しながらॊೈに動くため
の練習のҰつでも͋ることを確認する。

○四股は、をֻけ合い行うようࢦಋする。
○受け身では、蹲踞姿勢から前後ࠨӈにసぶ練習をさせた後、

中腰の構えからも練習させる。

○この段階での押しについては、相手との間ִをঃʑにくし
て、強く当たり素ૣく押すことができるように練習する。

○押しの関連技術について解આし、練習させる。
＜押しの関連技術＞
・い姿勢から押し上げる。

○寄りについては、立ち合いに素ૣく౿みࠐみ、相手を寄るこ
とができるよう練習する。

○寄りの関連技術について解આし、練習させる。
＜寄りの関連技術＞
・下手はਂく（後方）取り、上手はઙく（相手のまわしの前方）

取る。

○ུࣜから１า進Μͩ審判法についてઆ໌をする。
・開࢝の合ਤҎ߱は、ඨの֎で審判を行う。
・ೖ、開࢝の礼、仕切りのݺびかけを行う。
・競技開࢝のએࠂおよび勝ෛ判定を行う。
・ऴྃの礼のݺびかけおよび勝ち名り（勝ऀのએࠂ）を行

う。
○競技方法について確認する。
○؆қ的な試合のઆ໌をする。

・̏人１組で、１人が審判となり、２人が相撲を取る。
・安全確保のため、押し合い相撲では、ৗに相手と৮した

状態で押し合う。
・寄り合い相撲では、四つに組Μͩ体勢から開࢝し、相手を

投げͣ、寄り合う。

○楽しさや喜びを
味わいながら、
押し・寄りの関
連技術の学習に
的に取り組ۃੵ
もうとしてい
る。【関心・意欲・
態度】

○観察

�

̓ɽ理運動を行う。

̔ɽ本時の評価と࣍時の課題を
理する。

̕ɽยͮけ、ྻ、健康状態の確
認、ѫࡰを行う。

○四股ができていた生徒および楽しさや喜びを味わいながら、
基本となる技（押し、寄り）の関連技術の学習にੵۃ的に取
り組もうとしていた生徒を称ࢍする。

○֤自に、本時の学習༰、自己評価、課題、ײを学習ノー
トに記ೖさせる。

２学年
2�10

楽しさや喜びを味わいながら、基本となる技（ԡし、دり）のؔ࿈技ज़のֶ習にੵۃ
的に取り組もうとする͜とができる。̡ ؔ৺・意ཉ・ଶ度ʳ

本時の
目 標



��

相ɹɹ撲

時間 ֶ習׆動 指導্のཹ意 評価内容 評価方法

�

１ɽू合、ྻおよびѫࡰをする。
健康および、用۩の確認を
する。

２ɽ本時のねらい、学習༰を理
解する。

̏ɽ準備運動を行う。

̋ू合、ྻ、ѫࡰのࣔࢦをする。
○出ܽ確認および健康観察をする。
○、用۩の確認をする。

○ねらい、学習༰を生徒が理解しやすいようにઆ໌する。
○本時のඪ、学習༰などを記述させる。

○準備運動を行わせる。

��

̐ɽ基本動作を身にける。
　　運び足、仕切り
　　受け身

̑ɽ基本となる技とその関連技術
を学習する。（約束練習）

　　押し
　　寄り
　　その関連技術

̒ɽ؆қ的な試合を行う。
　　押し合い相撲
　　寄り合い相撲

○運び足については、相手を押す姿勢をҡ࣋しながら、すり足
で前進するようにࢦಋする。

○仕切りは、２人１組で動作を合わせて、必ͣ྆方のこぶしを
ついて行うようࢦಋする。

○受け身では、中腰の構えから前後ࠨӈにసぶ練習をさせる。
͋ごをҾき、എ中をؙめてసがるようࢦಋする。

˞生徒が、受け身の重要ੑを認識し、関心をもって取り組むこ
とができるように工夫する。

○押しおよび寄りの練習では、相手に当たり素ૣく前に出るこ
とができるよう、相手との間ִをঃʑにげ、仕切りઢの間
ִ（7� DN）にۙͮけるようࢦಋする。

○前ճ学習した押し、寄りの関連技術の復習をする。
ճ学習する押しの関連技術および寄りの関連技術についてࠓ○

આ໌し、練習させる。
　＜押しの基本となる関連技術＞

・をしめる。
・എ中をؙめる。

　＜寄りの基本となる関連技術＞
・差したଆのをฦす。

○؆қ的な試合を行う前と後に必ͣ立礼をするようにࢦಋす
る。

○̏人１組で、２人が相撲を取り、１人は審判とする。
○安全にྀし、ルールをकって試合を行うようࢦಋする。
○押し、寄りの練習で学Μͩことを؆қ的な試合の中で発شす

るようࢦಋする。
˞体格や習熟度がಉఔ度のऀಉ࢜で、相手を変えてෳճ行わ

せる。
˞試合の中でのྑいྫ（い姿勢から押し上げている）やѱい

ྫ（腰が高い、が開くなど）をࣔし、解આする。

○礼法、ॴ作を行
い、相手をଚ重
する態度をࣔそ
うとしている。

【関心・意欲・
態度】

○観察

�

̓ɽ理運動を行う。

̔ɽ本時の評価と࣍時の課題を
理する。

̕ɽยͮけ、ྻ、健康状態の確
認、ѫࡰを行う。

○押し、寄りの関連技術ができていた生徒を称ࢍする。
○֤自に、本時の学習༰、自己評価、課題、ײを学習ノー

トに記ೖさせる。

２学年
3�10

礼法、所作を行い、相手を尊重するଶ度を示そうとする͜とができる。
ʲؔ৺・意ཉ・ଶ度ʳ

本時の
目 標



��

時間 ֶ習׆動 指導্のཹ意 評価内容 評価方法

�

１ɽू合、ྻおよびѫࡰをする。
健康およびの確認をする。

２ɽ本時のねらい、学習༰を理
解する。

̏ɽ準備運動を行う。

○ू合、ྻ、ѫࡰのࣔࢦをする。
○出ܽ確認および健康観察をする。
○を確認する。

○ねらい、学習༰を生徒が理解しやすいように工夫してઆ໌
する。

○本時のඪ、学習༰などを記述させる。

○準備運動を行わせる。

��

̐ɽ関連して高まる体力について
理解する。

̑ɽ基本動作を身にける。
　　立ち合い
　　受け身

̒ɽ基本となる技とその関連技術
を学習する。（約束練習）

　　投げ技（出し投げ）
　　その関連技術

̓ɽ؆қ的な試合を行う。
　　 ෳの基本となる技に限定し

た相撲

○相撲の練習により高まる体力についてઆ໌する。
　・四股により、下ࢶのے力・ٱ࣋ے力・ॊೈੑおよびฏੑߧ

が高まる。
　・腰割りにより、下ࢶのے力・ٱ࣋ے力が高まる。
　・立ち合いからの押し、寄りの練習や相撲を取ることによ

り、ॠ発力やහডੑが高まる。
˞相撲の練習では、力の強さ、೪り強さ、体のॊらかさ、すば

しっこさなどの中で、どのような能力が高まると思うか、生
徒にいかけるなど、生徒自身の考えをҾき出しながら理解
をਂめるよう工夫する。

○運び足を復習させる。
○２人１組のର人で受けるଆを決め、立ち合いの練習をさせる。
（約束練習）
＜立ち合いの要点＞
・仕切りの構えから、なるくい姿勢のまま౿みࠐむ。
・すり足で౿みࠐむ。
・相手のڳに当たる。

○受け身では、中腰の構えからの受け身ができるように練習す
る。

○寄りからの連ଓ技の表的なҰつで͋るʮ出し投げʯの練習
をさせる。

○出し投げについては、寄りをよりޮ果的にするものと理解さ
せ、寄りˠ出し投げˠ寄りという連ଓ技として用いるように
。ಋするࢦ

○出し投げの関連技術についてઆ໌し、練習させる。
　＜出し投げの関連技術＞
　・前へ出て相手にѹ力をかけてから投げる。

○؆қ的な試合を行う前と後に必ͣ立礼をするようにࢦಋする。
○̏人１組で、２人が相撲を取り、１人は審判とする。
している技・行ҝにつࢭېされている技・行ҝ、授業でࢭې○

いてઆ໌する。
○ର人的技能の練習で学Μͩことを、؆қ的な試合の中でੵۃ

的に発شするようࢦಋする。
˞体格や習熟度がಉఔ度のऀಉ࢜で、相手を変えてෳճ行わ

せる。
˞試合の中での立ち合いのྑいྫやѱいྫをࣔし、解આする。

○相撲の練習によ
り高まる体力に
ついてॻき出し
ている。【知識・
理解】

○学習
ノート

�

̔ɽ理運動を行う。

̕ɽ本時の評価と࣍時の課題を
理する。

��ɽยͮけ、ྻ、健康状態の
確認、ѫࡰを行う。

○֤自に、本時の学習༰、自己評価、課題、ײを学習ノー
トに記ೖさせる。

相撲 1

２学年
4�10 相撲の練習により高·る体力についてཧղする。̡ ࣝ・ཧղʳ本時の

目 標

̏ষɹ指導の࣮ࡍ（�ֶ）



��

相ɹɹ撲

ֶ習׆動 指導্のཹ意 評価内容 評価方法

�

１ɽू合、ྻおよびѫࡰをする。
健康および、用۩の確認を
する。

２ɽ本時のねらい、学習༰を理
解する。

̏ɽ準備運動を行う。

○ू合、ྻ、ѫࡰのࣔࢦをする。
○出ܽ確認および健康観察をする。
○、用۩の確認をする。

○ねらい、学習༰を生徒が理解しやすいようにઆ໌する。
○本時のඪ、学習༰などを記述させる。

○準備運動を行わせる。

��

̐ɽ基本動作を身にける。
　　四股、運び足
　　立ち合い、受け身

̑ɽ基本となる技を学習する。
　　（約束練習）
　　前さばき
　　　おっつけ
みࠐりߜ　　　
　　　いなし

̒ɽ؆қ的な試合を行う。
　　既習技に限定した相撲

○四股および運び足は、ウォーミングアップとして全員で練習
させる。

○立ち合いについては、２人１組のର人で行わせる。
○受け身では、２人１組で、中腰の構えから受けるଆのӈڳに

当たり、身体をؙめてӈからճసするようࢦಋする。
。ӈରからの受け身も合わせて練習させるࠨ○

○前さばきを押しや؆қ試合等でのつまͮき・ͮؾきと関連ͮ
けて解આする。

　＜おっつけの要点＞
　・相手のගに手を当てて、下から上へ押す。
　・をしめて、相手の差し手からの攻ܸを防͙。
＜みの要点ࠐりߜ＞　

・相手のගをつかみ、ଆにねじるようにする。
・をしめて、相手の差し手からの攻ܸを防͙。

　＜いなしの要点＞
・前へ出てからいなす。
・体を大きく開きଆ方に押すようにいなす。

○２人１組で、技をかけるଆと受けるଆを決めて練習させる。
。ӈରଆからもಉ様に練習させるࠨ○
○おっつけとߜりࠐみについては、安全確保のため、受けるଆ

が関અを௧めることのないようにࢦಋする。
˞前さばきについてはଐ %7% をࢀ考とする。

○؆қ的な試合を行う前と後に必ͣ立礼をするようにࢦಋす
る。

○̏人１組で、２人が相撲を取り、１人は審判とする。
○安全にྀし、߲ࣄࢭېを確認して、試合を行うようࢦಋす

る。
○基本となる技の練習で学Μͩことを、؆қ的な試合の中で発

。ಋするࢦするようش
˞試合の中での立ち合いや、前さばきのྑいྫやѱいྫをࣔし、

解આする。

○学習した安全上
の知識を、練習
や試合のさま͟
まな໘に活用
している。【思
考・判断】

○観察、
学習
ノート

�

̓ɽ理運動を行う。

̔ɽ本時の評価と࣍時の課題を
理する。

̕ɽยͮけ、ྻ、健康状態の確
認、ѫࡰを行う。

○立ち合いができていた生徒および学習した安全上の知識を、
練習や試合のさま͟まな໘に活用していた生徒を称ࢍす
る。

○֤自に、本時の学習༰、自己評価、課題、ײを学習ノー
トに記ೖさせる。

２学年
5�10

ֶ習した安全্のࣝを、練習や試合のさ·͟·な場໘に׆用する͜とができる。
ʲࢥ考・அʳ

本時の
目 標



��

ֶ習׆動 指導্のཹ意 評価内容 評価方法

�

１ɽू合、ྻおよびѫࡰをする。
健康および、用۩の確認を
する。

２ɽ本時のねらい、学習༰を理
解する。

̏ɽ準備運動を行う。

○ू合、ྻ、ѫࡰのࣔࢦをする。
○出ܽ確認および健康観察をする。
○、用۩の確認をする。

○ねらい、学習༰を生徒が理解しやすいようにઆ໌する。
○本時のඪ、学習༰などを記述させる。

○準備運動を行わせる。

��

̐ɽ基本動作を身にける。
　　四股、運び足
　　立ち合い、受け身

̑ɽ基本となる技とその関連技術
を学習する。（約束練習）

　　寄りとその関連技術
　　前さばき
きฦしר　　
　　投げ技とその関連技術

̒ɽ؆қ的な試合を行う。
　　既習技に限定した相撲

○四股および運び足は、ウォーミングアップとして全員で行わ
せる。

○立ち合いについては、２人１組のର人で行う。
　仕切りから、受けるଆに素ૣくかつ強く当たるようࢦಋする。
○受け身では、中腰の構えから受けるଆのӈڳに当たり、身体

をؙめてӈからճసするようࢦಋする。
　＜受け身の要点＞
　・͋ごをҾく。
　・എ中をؙめてసがる。
。ӈରからの受け身も合わせて練習させるࠨ○

○２人１組で、技をかけるଆと受けଆを決めて練習させる。
○ӈ四つ・ࠨ四つ、まわしの取り方およびのฦし・上手のҾ

きつけについて確認し、復習させる。
○寄りの関連技術について解આし、練習させる。

＜寄りの関連技術＞
・下手ଆに寄る　　・吊り寄り　　・がぶり寄り

○前さばき（רきฦし）について解આし、練習させる。
＜きฦしの要点ר＞
・上手をし、相手の体と自分の体の間にۭ間をつくり、上

手を下手に素ૣくೖれかえる。
○出し投げについて確認し、復習させる。
○出し投げの関連技術について解આし、練習させる。

＜出し投げの関連技術＞
・前へ出て、相手が౿ΜுったとこΖで、体を開いて投げ

る。
・投げをうった後、さらに前へ出る。

○؆қ的な試合を行う前と後に必ͣ立礼をするようにࢦಋす
る。

○̏人１組で、２人が相撲を取り、１人は審判とする。
○安全にྀし、߲ࣄࢭېを確認して試合を行うようࢦಋする。
○基本となる技の練習で学Μͩことを؆қ的な試合の中で発ش

するようࢦಋする。
˞体格や習熟度がಉఔ度のऀಉ࢜で、相手を変えてෳճ行わ

せる。
˞試合の中での寄り、前さばきおよび出し投げのྑいྫやѱい

ྫをࣔし、解આする。

○押し、寄り、出
し投げとその関
連技術ができ
る。【技能】

○観察

�

̓ɽ理運動を行う。

̔ɽ本時の評価と࣍時の課題を
理する。

̕ɽยͮけ、ྻ、健康状態の確
認、ѫࡰを行う。

○出し投げとその関連技術ができていた生徒を称ࢍする。
○֤自に、本時の学習༰、自己評価、課題、ײを学習ノー

トに記ೖさせる。

２学年
6�10 基本となる技（ԡし、دり、出し投げ）とそのؔ࿈技ज़ができる。̡ 技能ʳ本時の

目 標

̏ষɹ指導の࣮ࡍ（�ֶ）



��

相ɹɹ撲

時間 ֶ習׆動 指導্のཹ意 評価内容 評価方法

�

１ɽू合、ྻおよびѫࡰをする。
健康および・用۩の確認を
する。

２ɽ本時のねらい、学習༰を理
解する。

̏ɽ準備運動を行う。

○ू合、ྻ、ѫࡰのࣔࢦをする。
○出ܽ確認および健康観察をする。
○・用۩の確認をする。

○ねらい、学習༰を生徒が理解しやすいようにઆ໌する。
○本時のඪ、学習༰などを記述させる。

○準備運動を行わせる。

��

̐ɽ基本動作を練習する。
　　四股、運び足
　　受け身

̑ɽ基本となる技とその関連技術
を学習する。（グループ学習）

　　押しとその関連技術
　　寄りとその関連技術
　　前さばき
　　投げ技とその関連技術

̒ɽ؆қ的な試合を行う。
　　試合方ࣜおよび審判法を学習

する。
　　ෳの技を用いた体格別の試

合

○四股、運び足および受け身を、準備運動として行わせる。
○受け身では、２人１組となり、受けるଆに当たり、身体をؙ

めてసがるようにࢦಋする。
。ӈ２ճͣつఔ度行わせるࠨ○

○押し、寄り、出し投げとそれらの関連技術および前さばきを
ৼりฦり、理させる。

○押しグループと寄りグループに分け、それͧれのグループ
で̐ʙ̑人ఔ度のখグループをฤし、練習させる。

○押しグループでは、押しとその関連技術および関連した前さ
ばき（おっつけ、ߜりࠐみ、いなし）を練習させる。

○寄りグループでは、寄りとその関連技術、関連した前さばき
。および投げ技を練習させる（きฦしר）

○練習では、খグループで相談し、自由に練習方法を考え活
動するようにࢦಋする。

○ະ習の投げ技（上手投げ、下手投げ、খ手投げ、すくい投げ）
について解આする。

˞ະ習の投げ技についてはଐ %7% をࢀ考とする。

○団体戦、個人戦、トーナメント方ࣜ、リーグ戦方ࣜについて
解આする。

○競技方法、審判法および記・進行（アナウンス）の方法に
ついてઆ໌する。

○体格別に̏グループఔ度に分ける。
○֤グループでトーナメント戦方ࣜまたはリーグ戦方ࣜで個人

戦を行わせる。
○審判、記、進行は、ର戦のないऀにަସで行わせる。
○試合を行う前と後に必ͣ立礼をするようにࢦಋする。
○安全にྀし、߲ࣄࢭېを確認して試合を行うようࢦಋする。
˞自分や仲間の試合を௨してͮؾいた点やվળすき点につい

て、アυόΠスし合ったり、学習Χーυにॻきཹめたりする
ようࢦಋする。

○グループ学習の
中で、自身の課
題を୳し、その
課題に応じた練
習の方法を選Μ
でいる。【思考・
判断】

○観察、
発言・
発表、
学習
ノート

�

̓ɽ理運動を行う。

̔ɽ本時の評価と࣍時の課題を
理する。

̕ɽยͮけ、ྻ、健康状態の確
認、ѫࡰを行う。

○グループ学習の中で課題を୳し、その結果を練習に活かして
いた生徒および仲間に助言していた生徒を称ࢍする。

○֤自に、本時の学習༰、自己評価、課題、ײを学習ノー
トに記ೖさせる。

２学年
7�10

άϧʔϓֶ習の中で、自の՝を୳し、その՝に応じた練習の方法を選Ϳ͜とが
できる。̡ 考・அʳࢥ

本時の
目 標



�5

時間 ֶ習׆動 指導্のཹ意 評価内容 評価方法

�

１ɽू合、ྻおよびѫࡰをする。
健康および、用۩の確認を
する。

２ɽ本時のねらい、学習༰を理
解する。

̏ɽ準備運動を行う。

○ू合、ྻ、ѫࡰのࣔࢦをする。
○出ܽ確認および健康観察をする。
○、用۩の確認をする。

○ねらい、学習༰を生徒が理解しやすいようにઆ໌する。
○本時のඪ、学習༰などを記述させる。

○準備運動を行わせる。

��

̐ɽ基本動作を練習する。
　　四股、運び足
　　受け身

̑ɽ؆қ的な試合を行う。
　　試合方ࣜおよび審判法の確認
　　団体戦

○四股、運び足および受け身をウォーミングアップとして行わ
せる。

○受け身では、２人１組となり、受けるଆに当たり、身体をؙ
めてసがるようにࢦಋする。

。ӈ２ճͣつఔ度行わせるࠨ○

○体格が、ൺֱ的খさいऀをઌ、ೋਞにし、中ఔ度Ҏ上のऀ
を中ݎ、෭ক、大কにஔし、団体戦̑人੍のνーϜをฤ
する。

○競技方法、審判法、記と進行の方法、および役割分୲につ
いて確認する。

○塵浄水、勝ෛが決した後の立礼および勝ち名りについて確
認する。

している技・行ҝにつࢭېされている技・行ҝ、授業でࢭې○
いて確認する。

○団体戦トーナメント戦またはリーグ戦を行う。
○１ճの団体戦試合で、̑ର戦のうち̏勝Ҏ上したνーϜを勝

ちとする。
○̑ର戦がऴྃする前にνーϜの勝敗が決定した合でも、大

ক戦まで行う。
˞自分や仲間の試合をとおしてͮؾいた点やվળすき点につ

いて、アυόΠスし合ったり、学習Χーυにॻきཹめたりす
るようࢦಋする。

を行わ߲ࣄࢭې○
ないなど、安全
にཹ意して؆қ
的な試合に取り
組もうとしてい
る。【関心・意欲・
態度】

○観察

�

̒ɽ理運動を行う。

̓ɽ本時の評価と࣍時の課題を
理する。

̔ɽยͮけ、ྻ、健康状態の確
認、ѫࡰを行う。

○安全にཹ意して؆қ的な試合に取り組もうとしていた生徒、
役割に応じた協力の仕方を見つけていた生徒を称ࢍする。

○֤自に、本時の学習༰、自己評価、課題、ײを学習ノー
トに記ೖさせる。

２学年
8�10

項を行わないなͲ、安全にཹ意して簡易的な試合に取り組もうとする͜とがでࣄࢭې
きる。̡ ؔ৺・意ཉ・ଶ度ʳ

本時の
目 標

̏ষɹ指導の࣮ࡍ（�ֶ）



��

相ɹɹ撲

時間 ֶ習׆動 指導্のཹ意 評価内容 評価方法

�

１ɽू合、ྻおよびѫࡰをする。
健康および、用۩の確認を
する。

２ɽ本時のねらい、学習༰を理
解する。

̏ɽ準備運動を行う。

○ू合、ྻ、ѫࡰのࣔࢦをする。
○出ܽ確認および健康観察をする。
○、用۩の確認をする。

○ねらい、学習༰を生徒が理解しやすいようにઆ໌する。
○本時のඪ、学習༰などを記述させる。

○準備運動を行わせる。

��

̐ɽ基本動作を練習する。
　　四股、運び足
　　受け身

̑ɽ؆қ的な試合を行う。
　　試合方ࣜおよび審判法の確認
　　習熟度別個人戦

○四股、運び足および受け身を、ウォーミングアップとして行
わせる。

○受け身では、２人１組となり、受けるଆに当たり、身体をؙ
めてసがるようにࢦಋする。

。ӈ２ճͣつఔ度行わせるࠨ○

○習熟度別に̏グループఔ度に分ける。
○リーグ戦のର戦ॱや運Ӧ方法についてઆ໌する。
○競技方法、審判法、および記・進行・ϏσΦࡱӨの方法に

ついて確認する。
○実際の試合では、ର戦がないऀが審判、記、進行ࡱ、

Өを分୲して行うようࣔࢦする。
○相撲を取る前の塵浄水（もしくは立礼）と後の立礼および勝

ち名りについて確認する。
○安全にྀし、߲ࣄࢭېを確認して試合を行うようࢦಋする。
○習熟度別個人トーナメント戦またはリーグ戦を行う。
˞自分や仲間の試合をとおしてͮؾいた点やվળすき点につ

いて、アυόΠスし合ったり、学習Χーυにॻきཹめたりす
るようࢦಋする。

○相手の動きに応
じながら、基本
動作、基本とな
る技およびそれ
らの関連技術を
用いて、攻防を
展開している。

【技能】

○観察

�

̒ɽ理運動を行う。

̓ɽ本時の評価と࣍時の課題を
理する。

̔ɽยͮけ、ྻ、健康状態の確
認、ѫࡰを行う。

○礼法、ॴ作を行い、相手をଚ重する態度をࣔしていた生徒、
および相手の動きに応じながら、基本動作、基本となる技お
よびそれらの関連技術を用いて、攻防を展開できていた生徒
を称ࢍする。

○֤自に、本時の学習༰、自己評価、課題、ײを学習ノー
トに記ೖさせる。

相撲 1

２学年
9�10

相手の動きに応じながら、基本動作、基本となる技およびそΕらのؔ࿈技ज़を用いて、
攻防を展開できる。̡ 技能ʳ

本時の
目 標



�7

時間 ֶ習׆動 指導্のཹ意 評価内容 評価方法

�

１ɽू合、ྻおよびѫࡰをする。

２ɽ本時のねらい、学習༰のઆ
໌

○ू合、ྻ、ѫࡰのࣔࢦをする。
○出ܽ確認をする。

○本時のඪ、学習༰などをઆ໌し、記述させる。
○団体戦のνーϜごとにྻさせる。

��

̏ɽ単元の要点を記述する。
　　学習ノート、ච記試験など

̐ɽ既習技、関連技術を理、確
認する。

̑ɽ学習果を確認する。
　　映像視聴
　　表彰

̒ɽ学習果の評価、発表を行う。
　　νーϜミーティング
　　全体討議

○単元全体の要点をおさえた༰とする。
　＜要点＞

 ・礼法およびॴ作
 ・相撲の練習により高まる体力など

○基本となる技とそれらの関連技術について確認し、学習ノー
トにまとめさせる。

。を用いてৼりかえさせるࣔܝྉやࢿ˞

○団体戦および個人戦をࡱӨした映像を視聴させる。
○団体戦および個人戦の̏Ґまでを表彰する。
。ಆおよび技能を表彰する○

○νーϜ・ミーティング
　これまでの練習の方法や試合の行い方について理するとと

もに、団体戦、個人戦の結果をৼりฦり、学習の果、課題
を学習ノートにまとめるようࣔࢦする。

○全体討議
　֤νーϜの表に、νーϜ・ミーティングのまとめを発表さ

せる。
○教員による総括

 ・本単元の果、課題を໌確化し、࣍単元（̏࣍選）の
ඪをࣔす。

 ・武道では、単に相手に勝つことをめ͟すのではなく、礼法
を身にけることなどをとおして、人間としてましい自
己ܗを重視していることをઆ໌する。これまでの学習を
ৼりฦり、この点に関する果を学習ノートにまとめさせ
る。

○相撲の礼法・ॴ
作および武道の
伝統的な考え
方、技の名称や
方法、試合の方
法、相撲の練習
により高まる体
力についてॻき
出している。【知
識・理解】

○学習
ノート

　ච記試
験など

��

̓ɽ学習ノートを仕上げ、ఏ出す
る。

̔ɽྻ、ѫࡰを行う 。

○本時の学習༰、自己評価、課題、ײを学習ノートに記ೖ
する。

○本時を含めて全体を総括し、学習ノートにまとめる。
女子相撲 3

２学年
10�10

本୯ݩでֶ習したࣄ項（相撲の礼法・所作および武道の伝統的な考え方、技の名称や
方法、試合の方法、相撲の練習により高·る体力）についてཧղする。̡ ࣝ・ཧղʳ

本時の
目 標

̏ষɹ指導の࣮ࡍ（�ֶ）



��

相ɹɹ撲

時間 ֶ習׆動 指導্のཹ意 評価内容 評価方法

�

１ɽू合、ྻおよびѫࡰをする。
健康およびの確認をする。

２ɽ本単元のඪおよび学習活動
を理解する。

̏ɽ本時のねらい、学習༰をઆ
໌する。

○ू合、ྻ、ѫࡰのࣔࢦをする。
○出ܽ確認および健康観察をする。
○のࣔࢦをする。
　上下体ҭண、スϙーπγϡーζ、つめ、ϔアϐン、めがね等
○本単元で必要な用۩、施ઃのઆ໌をする。

 ・ॊ道のଳ、؆қまわし・相撲ύンπ、またはまわし、ඨ、
グϥウンυ、相撲Ϛットまたはॊ道、体ૢ用Ϛット

 ・ॊ道、体ҭؗϑϩア、グϥウンυ、またはඨ

○２࣍の単元からのྲྀれをࣔし、生徒が単元ඪおよび学習
活動について理解しやすいように、工夫してઆ໌する。

○学習ノートのい方についてઆ໌し、本単元のඪ・学習
༰などを記述させる。

○ねらい、学習༰を生徒が理解しやすいようにઆ໌する。
○学習ノートに本時のඪ、学習༰などを記述させる。

��

̐ɽ２࣍の単元の映像を視聴し
て課題等を確認し、関心・意欲
を高める。

̑ɽ２࣍の単元で学Μͩ基ૅ知
識を確認する。

ಛੑ、礼法、用۩など、࢙ྺ　

　基本となる技・関連技術の要点
およびその練習方法

̒ɽ相撲に必要な体力要素とその
高め方を理解する。

̓ɽ体΄͙しの運動を行う。
　　؆қ的な試合
　　既習技に限定した相撲

○映像の準備に際しては、課題の確認および意欲のىשができ
るように、༰をۛ味する。

○生徒の関心が高まるように、解આをՃえる。

○技の名称や方法、相撲の練習により高まる体力、試合の行い
方、武道の伝統的な考え方について復習する。

○ಛに、礼法や伝統的な考え方に関しては、ࠓ後の学習と関連
ͮけて、その重要ੑを強ௐする。

○前単元で学習した、基本となる技・関連技術の要点およびそ
の練習方法について理し、ύϫーϙΠントやプリントなど
の視聴֮教ࡐを用いて解આする。

○体力の֓念および構要素についてઆ໌する。
○１・２࣍の体験から、相撲に必要な体力要素がԿで͋るか

を理解させる。
○相撲に必要な体力要素の高め方についてઆ໌する。

○ॊ道のଳ、όスλΦル、؆қまわし、または相撲ύンπをண
用させる。

˞まわしを用する合には、この時間をってまわしのண用
方法をࢦಋする。

○準備運動を行わせる。
○安全確保の観点から、受け身の練習をさせる。
○前単元でࢦಋした既習技を確認してから、行わせる。
○ର戦の前と後に必ͣ立礼をするようにࢦಋする。
○体格別に̐、̑人のグループに分け、ෳճର戦させる。
○グループで審判を決めて行わせる。

○相撲に必要な体
力要素とその高
め方について
言ったりॻき出
したりしてい
る。【知識・理解】

○発言・
発表、
学習
ノート

�

̔ɽ理運動を行う。

̕ɽ本時の評価と࣍時の課題を
理する。

��ɽยͮけ、ྻ、健康状態の
確認、ѫࡰを行う。

○相撲に必要な体力要素とその高め方について発言していた生
徒を称ࢍする。

○֤自に、本時の学習༰とײを学習ノートに記ೖさせる。

相撲Ճ������������

３学年
1�10 相撲に必要な体力要素とその高め方についてཧղする。̡ ࣝ・ཧղʳ本時の

目 標



��

̏ষɹ指導の࣮ࡍ（�ֶ）

時間 ֶ習׆動 指導্のཹ意 評価内容 評価方法

�

１ɽू合、ྻおよびѫࡰをする。
健康およびの確認をする。

２ɽ本時のねらい、学習༰をઆ
໌する。

̏ɽ準備運動を行う。

○ू合、ྻ、ѫࡰのࣔࢦをする。
○出ܽ確認および健康観察をする。
○・用۩の確認をする。

○ねらい、学習༰を生徒が理解しやすいようにઆ໌する。
○本時のඪ、学習༰などを記述させる。

○準備運動を行わせる。
　ಛにᰍ෦はೖ念に行わせる。

��

̐ɽ基本動作を復習する。
　蹲踞姿勢、塵浄水、中腰の構え、

腰割り、四股、運び足、仕切り、
立ち合い、受け身

̑ɽ基本となる技を学習する。
　　既習技の復習
　　押しとその関連技術
　　寄りとその関連技術
　　前さばき
　　投げ技（ʮ出し投げʯ）とその

関連技術
　　新たな技の学習（約束練習）
　　投げ技（ʮ上手投げʯ、ʮ下手

投げʯ）

̒ɽ؆қ的な試合を行う。
　　既習技に限定した相撲

○教員のҰ੪ࢦಋのもとで、動作を確認しながら行わせる。
˞単ௐな活動になりがちなので、生徒が関心をもって取り組む

ことができるように工夫する。
○立ち合い、受け身は２人１組で行わせる。
○立ち合いは、仕切りから素ૣく相手に当たることができるよ

うにࢦಋする。
○受け身は、中腰の構えから受けるଆのӈڳに当たり、身体を

ؙめて安全にసがることができるようにࢦಋする。

○相手に当たり、素ૣく押すことができるように練習させる。
○押しの関連技術として、い姿勢から押し上げることおよび

をしめഎ中をؙめて押すことを復習させる。
○相手に当たり、素ૣく寄ることができるように練習させる。
○寄りの関連技術として、上手はਂく下手はઙく取ること、

をฦすこと、下手ଆに寄ることを意識して前に出るようにࢦ
ಋする。

○おっつけ、ߜりࠐみ、いなし、רきฦしを復習させる。
○ʮ上手出し投げʯ、ʮ下手出し投げʯを復習させる。
○相手を寄ってからʮ出し投げʯをうち、さらに寄るという連

ଓ技としてଊえるようࢦಋする。
○出し投げをうつ際、体を開くようࢦಋする。
○ʮ上手投げʯ、ʮ下手投げʯの要点を解આする。

＜要点＞
・相手を寄ってから投げる。
・体を開いて投げる。

○四つに組Μͩ状態から、ࠨӈ練習させる。

○؆қ的な試合を行う前と後に、必ͣ立礼をするようにࢦಋす
る。

○֤自、試合の中で既習技の中から技を決めて行ってみるよう
。ಋするࢦ

○勝敗にこͩわらͣ、技能の習熟を心がけるようにࢦಋする。
˞体格や習熟度がಉఔ度のऀಉ࢜で、相手を変えてෳճ行わ

せる。

○؆қ的な試合
で、自己の役割
ををもって
自主的に果たそ
うとしている。

【関心・意欲・
態度】

○観察

�

̓ɽ理運動を行う。

̔ɽ本時の評価と࣍時の課題を
理する。

̕ɽยͮけ、ྻ、健康状態の確
認、ѫࡰを行う。

○؆қ的な試合で、自己の役割ををもって自主的に果たそ
うとしていた生徒を称ࢍする。

○֤自に、本時の学習༰、自己評価、課題、ײを学習ノー
トに記ೖさせる。

３学年
2�10

簡易的な試合で、自己の役割を責任をもって自主的に果たそうとする͜とができる。
ʲؔ৺・意ཉ・ଶ度ʳ

本時の
目 標



5�

相ɹɹ撲

時間 ֶ習׆動 指導্のཹ意 評価内容 評価方法

�

１ɽू合、ྻおよびѫࡰをする。
健康およびの確認をする。

２ɽ本時のねらい、学習༰を理
解する。

̏ɽ準備運動を行う。

○ू合、ྻ、ѫࡰのࣔࢦをする。
○出ܽ確認および健康観察をする。
○、用۩の確認をする。

○ねらい、学習༰を生徒が理解しやすいようにઆ໌する。
○本時のඪ、学習༰などを記述させる。

○準備運動を行わせる。
　ಛにᰍ෦はೖ念に行わせる。

��

̐ɽ基本動作を復習する。
　蹲踞姿勢、塵浄水、中腰の構え、

腰割り、四股、運び足、仕切り、
受け身、立ち合い

̑ɽ基本となる技を学習する。
　　（約束練習）
　　押し、寄り、前さばき、投げ

技（出し投げ）とそれらの関連
技術

　　投げ技
　　ʮ上手投げʯ、ʮ下手投げʯ

̒ɽ؆қ的な試合を行う。
　　既習技に限定した相撲

○教員のҰ੪ࢦಋのもとで、動作を確認しながら行わせる。
˞単ௐな活動になりがちなので、生徒が関心をもって取り組む

ことができるように工夫する。
○２人１組で行わせる。
○立ち合いは、仕切りから素ૣくかつ強く相手に当たることが

できるようにࢦಋする。
○受け身は、中腰の構えから受けるଆのӈڳに当たり、身体を

ؙめて安全にసがることができるようにࢦಋする。

○押しとその関連技術および押しに関連した前さばき（おっつ
け、ߜりࠐみ、いなし）について、ෳ合的に練習させる。

○寄りとその関連技術、出し投げおよび寄りに関連した前さば
き（おっつけ、ߜりࠐみ、רきฦし）について、ෳ合的に練
習させる。

○２人１組で技をかけるଆと受けるଆを決めて、練習する。
○相手を寄りつめてから技をଧち、さらに寄るという連ଓ技と

してଊえるようࢦಋする。
○受けるଆが立ち合いでࠨを差し、投げるଆはӈ上手を取って

前に出て、ӈからʮ上手投げʯ（͋るいはࠨ、 からʮ下手投げʯ）
で投げるという練習をさせる。

。ӈをೖれସえて練習させるࠨ○
＜ʮ上手投げʯ・ʮ下手投げʯの要点＞
・相手を寄ってから投げる。
・体を開いて投げる。

˞習熟度に応じて、ʮすくい投げʯを解આする。

○̏人１組で、２人が相撲を取り、１人は審判とする。
○֤ʑの試合の中で、֤自、既習技の中から技を決めて行って

みるようࢦಋする。
○試合の中で、既習技をなるく多く試してみるようࢦಋする。
○勝敗にこͩわりա͗ͣ、技能の習熟を心がけるようにࢦಋす

る。
˞体格や習熟度がಉఔ度のऀಉ࢜で、相手を変えてෳճ行わ

せる。

○投げ技ができ
る。【技能】

○観察

�

̓ɽ理運動を行う。

̔ɽ本時の評価と࣍時の課題を
理する。

̕ɽยͮけ、ྻ、健康状態の確
認、ѫࡰを行う。

○基本となる技（投げ技）ができていた生徒を称ࢍする。
○֤自に、本時の学習༰、自己評価、課題、ײを学習ノー

トに記ೖさせる。

３学年
3�10 基本となる技（投げ技）ができる。̡ 技能ʳ本時の

目 標



5�

時間 ֶ習׆動 指導্のཹ意 評価内容 評価方法

�

１ɽू合、ྻおよびѫࡰをする。
健康およびの確認をする。

２ɽ本時のねらい、学習༰を理
解する。

̏ɽ準備運動を行う。

○ू合、ྻ、ѫࡰのࣔࢦをする。
○出ܽ確認および健康観察をする。
○、用۩の確認をする。

○ねらい、学習༰を生徒が理解しやすいようにઆ໌する。
○本時のඪ、学習༰などを記述させる。

○準備運動を行わせる。

��

̐ɽ基本動作を復習する。
　蹲踞姿勢、塵浄水、中腰の構え、

腰割り、四股、運び足、仕切り、
立ち合い、受け身

̑ɽ基本となる技を学習する。
　　（約束練習）
　　押し、寄り
　　吊り

̒ɽ؆қ的な試合を行う。
　　多様な技を用いた相撲

○教員のҰ੪ࢦಋのもとで、動作を確認しながら行わせる。
˞単ௐな活動になりがちなので、生徒が関心をもって取り組む

ことができるように工夫する。

○立ち合い、受け身は２人１組で行わせる。
○立ち合いは、仕切りから素ૣくかつ強く相手に当たることが

できるようにࢦಋする。
○受け身は、中腰の構えから受けるଆのӈڳに当たり、身体を

ؙめて安全にసがることができるようにࢦಋする。

○２人１組で、立ち合いからの押し、寄りの練習をさせる。
○２人１組で立ち合いからの寄りの練習をさせる。
○吊りについて解આし、練習させる。

＜吊りの要点＞
・े分に腰を下Ζして、相手より重心を下げてから࣋ち上げ

る。

○̏人１組で、２人が相撲を取り、１人は審判とする。
○既習技にとらわれͣ、相手の動きに応じて、自由に攻防を展

開するようࢦಋする。
○؆қ的な試合を行う前と後に、必ͣ立礼をするようにࢦಋす

る。
○安全にྀし、ルールをकって試合を行うようࢦಋする。
˞体格や習熟度がಉఔ度のऀಉ࢜で、相手を変えてෳճ行わ

せる。
˞試合の中でのྑいྫやѱいྫをࣔし、解આする。

○؆қ的な試合で
健康・安全を確
保している。【関
心・意欲・態度】

○観察

�

̓ɽ理運動を行う。

̔ɽ本時の評価と࣍時の課題を
理する。

̕ɽยͮけ、ྻ、健康状態の確
認、ѫࡰを行う。

○؆қ的な試合で健康、安全を確保していた生徒を称ࢍする。
○֤自に、本時の学習༰、自己評価、課題、ײを学習ノー

トに記ೖさせる。

３学年
4�10 簡易的な試合で健康・安全を確保する͜とができる。̡ ؔ৺・意ཉ・ଶ度ʳ本時の

目 標

̏ষɹ指導の࣮ࡍ（�ֶ）



5�

相ɹɹ撲

時間 ֶ習׆動 指導্のཹ意 評価内容 評価方法

�

１ɽू合、ྻおよびѫࡰをする。
健康およびの確認をする。

２ɽ本時のねらい、学習༰を理
解する。

̏ɽ準備運動を行う。

○ू合、ྻ、ѫࡰのࣔࢦをする。
○出ܽ確認および健康観察をする。
○、用۩の確認をする。

○ねらい、学習༰を生徒が理解しやすいようにઆ໌する。
○本時のඪ、学習༰などを記述させる。

○準備運動を行わせる。

��

̐ɽ基本動作を復習する。
　蹲踞姿勢、塵浄水、中腰の構え、

腰割り、四股、運び足、仕切り、
立ち合い、受け身

̑ɽ得意技を習得する。
　　（グループ学習）

̒ɽ試合を行う。
　　̑人੍または̓人੍の団体戦

○உঁそれͧれ、押しグループ、寄りグループに分ける。
　（１グループが̑人ఔ度になるようௐする）
○グループごとに、基本動作を確認しながら行わせる。
˞四股、腰割り等では、߸ྩをかけ行わせる。
○本時Ҏ߱̏時間は、自主活動が中心になることを伝え、その

進め方についてઆ໌する。
・これまでの学習ノートをৼりฦり、練習方法を確認するよ

うࢦಋする。
・計画立案および実際の活動に当たっては、仲間と相談・協

力して進めるようࢦಋする。
・グループ学習では、運動観察が重要となることをઆ໌する。

○֤グループで、得意技を身にけることをඪとした、本時
および࣍時の練習計画を立てさせる。

○練習計画を֤自ノートにまとめるようࢦಋする。
○本時の練習計画にもとͮいて自主活動を行うようࢦಋする。
○८ճし、దٓ、助言・ࢦಋを行う。
○必要に応じて、自主活動のࢀ考となるࢿྉをする。

○正規の審判法についてઆ໌する。
・すての動作をඨで行う。
・開࢝の礼は塵浄水をもって行わせる。
・その΄かは、ུࣜからҰา進Μͩ審判方にಉじ。

○競技方法のઆ໌をする。
　習熟したい技ごとのグループからそれͧれ、人ͣつ出し、

νーϜをฤする。
˞リーグ戦にするかトーナメント戦にするかについては、νー

Ϝにより決定する。
○進行（アナウンス）、記の方法について確認し、୲当を決

めておくようࢦಋする。
○試合を行う前の塵浄水、後の立礼をしっかりとするようにࢦ

ಋする。
○安全にྀし、ルールをकって試合を行うようࢦಋする。
○団体戦ऴྃ後にミーティングを行い、ྑかった点やվળす

き点などを学習ノートにまとめさせる。

○健康や安全を確
保するために、
習熟度や体ௐに
応じてద切な練
習方法を選Μで
いる。【思考・
判断】

○観察、
学習
ノート

�

̓ɽ理運動を行う。

̔ɽ本時の評価と࣍時の課題を
理する。

̕ɽยͮけ、ྻ、健康状態の確
認、ѫࡰを行う。

○健康や安全を確保するために、習熟度や体ௐに応じてద切な
練習方法を選Μでいた生徒を称ࢍする。

○֤自に、本時の学習༰、自己評価、課題、ײを学習ノー
トに記ೖさせる。

３学年
5�10

健康や安全を確保するために、習熟度や体調に応じて適切な練習方法を選Ϳ͜とがで
きる。̡ 考・அʳࢥ

本時の
目 標



5�

時間 ֶ習׆動 指導্のཹ意 評価内容 評価方法

�

１ɽू合、ྻおよびѫࡰをする。
健康およびの確認をする。

２ɽ本時のねらい、学習༰を理
解する。

̏ɽ準備運動を行う。

○ू合、ྻ、ѫࡰのࣔࢦをする。
○出ܽ確認および健康観察をする。
○、用۩の確認をする。

○ねらい、学習༰を生徒が理解しやすいようにઆ໌する。
○本時のඪ、学習༰などを記述させる。

○準備運動を行わせる。

��

̐ɽ基本動作を復習する。
　蹲踞姿勢、塵浄水、中腰の構え、

腰割り、四股、運び足、仕切り、
立ち合い、受け身

̑ɽ得意技を習得する。
　　（グループ学習）

̒ɽ試合を行う。
　　֤グループでの個人戦

○前時のグループごとに、基本動作を確認しながら行わせる。

○前時の課題を基に、自己の課題や体力、技能に応じ、本時の
練習計画を見す。

○練習計画にもとͮいて自主活動を行うようࢦಋする。
○८ճし、దٓ、助言、ࢦಋを行う。

○リーグ戦にするかトーナメント戦にするかについては、グ
ループの人により決定する。

○審判、進行、記等については、୲当を決めて行わせる。
○試合前の塵浄水と後の立礼は必ͣ行わせる。
○安全にྀし、ルールをकって試合を行わせる。
○試合後に相互に評価・助言し合い、学習ノートにまとめるよ

うࢦಋする。

○自己の技能・体
力のఔ度に応じ
て、自己にదし
た攻防の仕方や
得意技を選Μで
いる。【思考・
判断】

○観察、
学習
ノート

�

̓ɽ理運動を行う。

̔ɽ本時の評価と࣍時の課題を
理する。

̕ɽยͮけ、ྻ、健康状態の確
認、ѫࡰを行う。

○自己の体力、技能のఔ度に応じて、自己にదした攻防の仕方
や得意技を選Μでいた生徒、およびグループ学習の中で、仲
間にରして、技術的な課題や༗ޮな練習方法の選について
。するࢍఠしていた生徒を称ࢦ

○֤自に、本時の学習༰、自己評価、課題、ײを学習ノー
トに記ೖさせる。

３学年
6�10

自己の技能・体力の程度に応じて、自己に適した攻防の仕方や得意技を選Ϳ͜とがで
きる。̡ 考・அʳࢥ

本時の
目 標

̏ষɹ指導の࣮ࡍ（�ֶ）



5�

相ɹɹ撲

時間 ֶ習׆動 指導্のཹ意 評価内容 評価方法

�

１ɽू合、ྻおよびѫࡰをする。
健康およびの確認をする。

２ɽ本時のねらい、学習༰を理
解する。

̏ɽ準備運動を行う。

○ू合、ྻ、ѫࡰのࣔࢦをする。
○出ܽ確認および健康観察をする。
○、用۩の確認をする。

○ねらい、学習༰を生徒が理解しやすいようにઆ໌する。
○本時のඪ、学習༰などを記述させる。

○準備運動を行わせる。

��

̐ɽ基本動作を復習する。
　蹲踞姿勢、塵浄水、中腰の構え、

腰割り、四股、運び足、仕切り、
受け身、立ち合い

̑ɽ得意技を習得する。
　　（グループ学習）

̒ɽ試合を行う。
　　体格別個人戦

○グループごとに、基本動作を確認しながら行わせる。

○前時の課題を基に、自己の課題や体力、技能に応じ、本時の
練習計画を見す。

○練習計画にもとͮいて自主活動を行うようࢦಋする。
○८ճし、దٓ、助言、ࢦಋを行う。
○ミーティングなどを௨して、グループ学習の果をまとめさ

せる。

○உঁとも、体格別に̏グループに分け、個人戦を行う。
○リーグ戦にするかトーナメント戦にするかについては、人

により決定する。
○審判、 進行、 記等については、୲当を決めて行わせる。
○武道の伝統的な考え方を意識しながら試合にのͧむこと、ま

た、相手をଚ重し、伝統的な礼法、ॴ作を自ら大切にするこ
とをࢦಋする。

○安全にྀし、ルールを確認して試合を行わせる。
○試合後に相互に評価、助言し合い、学習ノートにまとめるよ

うࢦಋする。

○相手をଚ重し、
試合の中で、伝
統的な礼法、ॴ
作を大切にしよ
うとしている。

【関心・意欲・
態度】

�

̓ɽ理運動を行う。

̔ɽ本時の評価と࣍時の課題を
理する。

̕ɽยͮけ、ྻ、健康状態の確
認、ѫࡰを行う。

○グループ学習の中で、互いに助け合い教え合おうとしていた
生徒や得意技を身にけていた生徒を称ࢍする。

○֤自に、本時の学習༰、自己評価、課題、ײを学習ノー
トに記ೖさせる。

３学年
7�10

相手を尊重し、試合の中で、伝統的な礼法、所作を大切にしようとする͜とができる。
ʲؔ৺・意ཉ・ଶ度ʳ

本時の
目 標



55

時間 ֶ習׆動 指導্のཹ意 評価内容 評価方法

�

１ɽू合、ྻおよびѫࡰをする。
健康およびの確認をする。

２ɽ本時のねらい、学習༰を理
解する。

̏ɽ準備運動を行う。

○ू合、ྻ、ѫࡰのࣔࢦをする。
○出ܽ確認および健康観察をする。
○、用۩の確認をする。

○ねらい、学習༰を生徒が理解しやすいようにઆ໌する。
○本時のඪ、学習༰などを記述させる。

○準備運動を行わせる。

��

̐ɽ基本動作を復習する。
　蹲踞姿勢、塵浄水、中腰の構え、

腰割り、四股、運び足、仕切り、
立ち合い、受け身

̑ɽ試合を行う。
　　試合方ࣜ、審判法および礼法、

ॴ作
　　グループ別個人リーグ戦
（無差別個人戦予選）

○前時までのグループごとに、基本動作を確認しながら行わせ
る。

○リーグ戦およびトーナメント戦について復習する。
○審判、主審、෭審の役割についてઆ໌する。
○塵浄水、勝ෛが決した後の立礼および勝ち名りについて確

認させる。
○記および進行について確認させる。
○試合の安全確認の方法、ࢭې技、߲ࣄࢭېについてઆ໌す

るとともに、自主的に安全確保にめるようࢦಋする。
○技能習熟のために、ଞを観察し、相撲ಛ༗の間合いやؾ合い

等をײじるʮ見取り稽古ʯが༗ޮで͋ることをઆ໌する。
○本時のグループ別個人リーグ戦を、࣍時の無差別個人決勝戦

の予選とする。
○意にஉঁそれͧれ、１グループ̐、̑人ఔ度となるように

グループ分けする。
○グループ別に個人リーグ戦を行わせる。
○֤グループの上Ґ２人が決勝戦に進むものとする。

○勝敗を競う楽し
さや喜びを味わ
いながら、試合
に自主的に取り
組もうとしてい
る。【関心・意欲・
態度】

○観察

�

̒ɽ理運動を行う。

̓ɽ本時の評価と࣍時の課題を
理する。

̔ɽยͮけ、ྻ、健康状態の確
認、ѫࡰを行う。

○勝敗を競う楽しさや喜びを味わいながら、試合に自主的に取
り組もうとしていた生徒を称ࢍする。

○֤自に、本時の学習༰、自己評価、課題、ײを学習ノー
トに記ೖさせる。

３学年
8�10

勝敗を競う楽しさや喜びを味わいながら、試合に自主的に取り組もうとする͜とがで
きる。̡ ؔ৺・意ཉ・ଶ度ʳ

本時の
目 標

̏ষɹ指導の࣮ࡍ（�ֶ）



5�

相ɹɹ撲

時間 ֶ習׆動 指導্のཹ意 評価内容 評価方法

�

１ɽू合、ྻおよびѫࡰをする。
健康およびの確認をする。

２ɽ本時のねらい・学習༰を理
解する。

̏ɽ準備運動を行う

○ू合、ྻ、ѫࡰのࣔࢦをする。
○出ܽ確認および健康観察をする。
○、用۩の確認をする。

○ねらい、学習༰を生徒が理解しやすいようにઆ໌する。
○本時のඪ・学習༰などを記述させる。

○準備運動を行わせる。

��

̐ɽ基本動作を復習する。
　蹲踞姿勢、塵浄水、中腰の構え、

腰割り、四股、運び足、仕切り、
立ち合い、受け身

̑ɽ試合を行う。
　　̑人੍または̓人੍の団体戦
　　無差別個人決勝戦

○グループごとに、基本動作を確認しながら行わせる。

○グループ間でなるく習熟度にภりがগなくなるように、
νーϜฤする。

○リーグ戦にするかトーナメント戦にするかについては、νー
Ϝにより決定する。

○前時で予選を௨աしたऀによる無差別個人決勝戦を行わせ
る。

○リーグ戦にするかトーナメント戦にするかについては、人
により決定する。

○安全にྀし、ルールをकって試合を行うようࢦಋする。
○武道の伝統的な考え方を意識しながら、塵浄水や勝ෛが決し

た後の立礼および勝ち名りを行うようࢦಋする。

○相手の動きの変
化に応じなが
ら、基本動作と
基本となる技な
らびに得意技を
用いて、攻防を
展開している。

【技能】

○観察

�

̒ɽ理運動を行う。

̓ɽ本時の評価と࣍時の課題を
理する。

̔ɽยͮけ、ྻ、健康状態の確
認、ѫࡰを行う。

○相手の動きの変化に応じながら、基本動作と基本となる技な
らびに得意技を用いて、攻防を展開できた生徒、および試合
の中で伝統的な礼法、ॴ作を大切にしようとしていた生徒を
称ࢍする。

○֤自に、本時の学習༰、自己評価、課題、ײを学習ノー
トに記ೖさせる。

３学年
9�10

相手の動きの変化に応じながら、基本動作と基本となる技ならびに得意技を用いて、
攻防を展開できる。̡ 技能ʳ

本時の
目 標



57

時間 ֶ習׆動 指導্のཹ意 評価内容 評価方法

�

１ɽू合、ྻおよびѫࡰをする。

２ɽ本時のねらい、学習༰を理
解する。

○ू合、ྻ、ѫࡰのࣔࢦをする。
○出ܽ確認をする。

○本時のඪ、学習༰などをઆ໌し、記述させる。
○団体戦のνーϜごとにྻさせる。

��

̏ɽ単元の要点を記述する。
　　学習Χーυ、ච記試験など

̐ɽ学習果を確認する。
　　映像視聴
　　表彰

̑ɽ学習果の評価、発表を行う。
　　νーϜミーティング
　　全体討議

○単元全体の要点をおさえた༰とする。
　＜要点＞

 ・既習技、関連技術の名称、方法
 ・相撲の伝統的な考え方（礼法など）
 ・見取り稽古や運動観察の方法
 ・必要な体力要素とその高め方
 ・正規の試合の行い方や審判法

○団体戦および個人戦をࡱӨした映像を視聴させる。
○団体戦および個人戦の̏Ґまでを表彰する。
。ಆおよび技能を表彰する○

○νーϜミーティング
　団体戦、個人戦の結果やそれまでの練習をৼりฦり、学習の

果を学習ノートにまとめるようࣔࢦする。
○全体討議
　֤νーϜの表に、νーϜミーティングのまとめを発表させ

る。
○教員による総括
　本単元の果を理する。

○相撲の礼法、ॴ
作および武道の
伝統的な考え
方、技の名称や
方法、試合の方
法、運動観察と
見取り稽古の方
法についてॻき
出している。

【知識・理解】

○相撲をܧଓして
楽しむための自
己にదしたかか
わり方を見つけ
ている。【思考・
判断】

○学習
ノート、
ච記試
験など

○学習
ノート
発言・
発表

��

̒ɽ学習ノートを仕上げ、ఏ出す
る。

̓ɽྻ、ѫࡰをする。

○本時の学習༰、自己評価、ײを学習ノートに記ೖする。
○本時を含めて全体を総括し、学習ノートにまとめる。

３学年
10�10

相撲の基本的ࣄ項（相撲の礼法・所作および武道の伝統的な考え方、技の名称や方法、
試合の方法、運動観察と見取りݹܤの方法）についてཧղする。相撲を継続して楽し
むための自己に適したかかわり方を見つける͜とができる。̡ 考・அʳࢥ

本時の
目 標

̏ষɹ指導の࣮ࡍ（�ֶ）
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相ɹɹ撲

　中学ߍの武道授業においては、武道をॳ習とする生徒がそのରの΄とΜどで͋る。ࢦಋする

教員のଆも必ͣしもઐՈでないことが多い。また授業時は限られており、用۩や施ઃに੍約

が͋るέースも定される。

　そうしたなかでも、教員は、武道のもつ価をଛなわͣ、かつ生徒たちがʮ楽しく、໘നいʯ

とײじられるような武道授業を実践していかなくてはならない。

　また、これからの体ҭ授業においては、認知的・ྙ理的・ࣾձ的能力、教ཆ、知識、ܦ験など

を含む൚用的能力のҭをਤるため、教員からҰ方向的にࢦಋするというのではなく、生徒たち

が主体的にࢀՃし、仲間とਂく考えながら課題を解決するような学習の໘をઃけていかなくて

はならない。

　相撲は、用۩や施ઃにしばられることなく行うことができ、またルールが؆໌で限られた技能

でも攻防を展開することがՄ能で͋るというಛੑを༗している。さらに、い姿勢が基本で͋り、

సをともなわない押し、寄りで勝ෛが決まるέースが多く、投げ技やҾき技では、ඨに足が

ついた状態かられることが多く、ൺֱ的安全で͋る。そのため、相撲の授業では、単元のॳظ

段階から؆қ試合を࣠とした授業展開がՄ能となる。つまり、授業にʮ技能の学習ˠ؆қ試合ˠ

課題の発見ˠ課題解決に向けた思考と試行ˠ新たな技能の学習ˠ؆қ試合・・・ʯという学習の

ྲྀれをつくり出すことができるので͋る。言いえれば、相撲授業での؆қ試合は、֤छの技能

をੵみ上げ、࠷後にたどりணくlඪzではなく、͋ くまでも仲間と学び合う学習のlաఔzで͋り、

技能を習得していくための l 手段 z とҐஔͮけることができるので͋る。

　こうした授業展開では、生徒たちはૣい段階から学Μͩ技をその度用い、相手と組み合

って攻防するという相撲のಛੑに৮れることがՄ能となる。そのୡײ、楽しさ体験を௨して相

撲にରするѪ的態度をҭむことがظできる。また、ຖճ既習の技を؆қ試合で試し、そこで

のつまͣきから新たな課題を見つけ、さらにその課題にରする解決法を考え、試し、仲間と教え

合うことで、新たな技能へのͮؾきが生まれる。このようにして課題解決力の向上をむことも

できる。さらには、؆қ試合で発見した課題から、Ұつͻとつ新たな技能を学習していくことで、

生徒たちは、技能と技能の関連や技能全体の体ܥを理解しながら、技能をޮ的に習得すること

がՄ能となる。このとき、課題の発見から新たな技能の学習のաఔで、教員によるద切なࢦಋ・

助言が必要となることはいうまでもない。その点でも、相撲は、中腰の構えを基本姿勢、押しを

中֩的技能として、そのଞの技能をすてこれらとの関連で理することができるため、教員が

相撲の技能体ܥを理解し、生徒の؆қ試合での攻防の࣭を的確に見取り、時ػをଊえたద切な助

言・ࢦಋがしやすいछで͋るといえよう。

　このように、ࠓ、相撲は体ҭ授業の教ࡐとして大きなՄ能ੑを༗している。Ұൠには、教員

にとっても生徒にとっても l とっつきにくい z とされる武道授業を、楽しく༗意ٛなものとす

るັ力にҲれているので͋る。

　安全で楽しい相撲の授業をとおして、Ұ人でも多くの中学生が武道の価に৮れてくれること

を大いにظする。

相撲のすすめ４章
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本武道協議ձઃ立 �� प記念
ʮ中学ߍ武道必म化ࢦಋॻʯ

相撲ฤ

【ࣥචऀ】
大学学෦教授࣏໌　　ਅհ܂　
本相撲連ໍ　ҩՊ学ҕ員ձ　෭ҕ員（ࡒެ）　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　中学ߍ相撲授業ࢦಋ法ڀݚҕ員ձ　࠲

　ᕝཹٱຎ　　౦ژ立ࡩमؗ中等教ҭ学ߍ　主װ教་
ҕ員ձ　ҕ員ڀݚಋ法ࢦ相撲授業ߍ本相撲連ໍ　中学（ࡒެ）　　　　　　　　

　安౻　ۉ　　ݝીொ立ַࡾখ学ߍ　ߍ
ҕ員ձ　ҕ員ڀݚಋ法ࢦ相撲授業ߍ本相撲連ໍ　中学（ࡒެ）　　　　　　　　

　ງ　　　ࢁསݝࢢ٢ా࢜立໌見中学ߍ　教་
ҕ員ձ　ҕ員ڀݚಋ法ࢦ相撲授業ߍ本相撲連ໍ　中学（ࡒެ）　　　　　　　　

【協力ऀ】
　安Ҫஉ　　౦ژ業大学　ਤॻؗ࣍
ࣄ本相撲連ໍ　ৗ理（ࡒެ）　　　　　　　　

　上ଜ༟Ұ　　ݝીொ立ౡ中学ߍ　教་

　ኍ理ಸ　　ࢁསݝࢢ٢ా࢜立下٢ా中学ߍ　教་

　ೖ༟ࢁ　　࢘སݝࢢ٢ా࢜立໌見中学ߍ　教་

　দӜຑ೫　　੩Ԭݝ体ҭ協ձ　ࢦಋ員
ҕ員ձ　ҕ員ڀݚಋ法ࢦ相撲授業ߍ本相撲連ໍ　中学（ࡒެ）　　　　　　　　

　ଜా安ܒ　　学ߍ法人　学ߍ　৬員
ҕ員ձ　ҕ員ڀݚಋ法ࢦ相撲授業ߍ本相撲連ໍ　中学（ࡒެ）　　　　　　　　

（ฏ ��  � ݄末現ࡏ）

【ݙ考จࢀ】
　จ෦Պ学লʰ中学ߍ学習ࢦಋ要ྖ　総ଇฤʱฏ ��  � ݄ �5 

　จ෦Պ学লʰ中学ߍ学習ࢦಋ要ྖ解આ　保健体ҭฤʱฏ ��  � ݄ �5 

ҕ員ձڀݚಋ法ࢦ相撲授業ߍ本相撲連ໍ中学（ࡒެ）　
ʰ中学ߍ体ҭ相撲ࢦಋの手Ҿき（վగ൛）%7% ʙ武道必म化にର応した授業ͮくりのためにʙʱ

　ฏ �5 

　本相撲連ໍ　h さ͋、はじめようʂ本の武道ᶅ相撲 　ɦฏ �� 　࡚ؠॻళ

ਅհ　h܂　 ੈքॳの相撲の技術の教Պॻ 　ɦฏ �7 　ϕースϘール・ϚΨδンࣾ

　ᅳ新ฉࣾ　h 高ߍ相撲ۚ大ձୈ ��� ճ記念ࣸਅグϥϑ 　ɦฏ �� 

̐ষɹ相撲のすすめ
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武 道 憲 章
　武道は、日本古来の尚武の精神に由来し、長い歴史と社会の変遷を経て、術から道
に発展した伝統文化である。
　かつて武道は、心技一如の教えに則り、礼を修め、技を磨き、身体を鍛え、心胆を
錬る修業道・鍛錬法として洗練され発展してきた。このような武道の特性は今日に継
承され、旺盛な活力と清新な気風の源泉として日本人の人格形成に少なからざる役割
を果たしている。
　いまや武道は、世界各国に普及し、国際的にも強い関心が寄せられている。我々は、
単なる技術の修練や勝敗の結果にのみおぼれず、武道の真髄から逸脱することのない
よう自省するとともに、このような日本の伝統文化を維持・発展させるよう努力しな
ければならない。
　ここに、武道の新たな発展を期し、基本的な指針を掲げて武道憲章とする。

（目　的）
第 一 条　 武道は、武技による心身の鍛錬を通じて人格を磨き、識見を高め、有為の

人物を育成することを目的とする。
（稽　古）
第 二 条　 稽古に当たっては、終始礼法を守り、基本を重視し、技術のみに偏せず、心

技体を一体として修練する。
（試　合）
第 三 条　 試合や形の演武に臨んでは、平素錬磨の武道精神を発揮し、最善を尽くす

とともに、勝っておごらず負けて悔まず、常に節度ある態度を堅持する。
（道　場）
第 四 条　 道場は、心身鍛錬の場であり、規律と礼儀作法を守り、静粛・清潔・安全

を旨とし、厳粛な環境の維持に努める。
（指　導）
第 五 条　 指導に当たっては、常に人格の陶冶に努め、術理の研究・心身の鍛錬に励み、

勝敗や技術の巧拙にとらわれることなく、師表にふさわしい態度を堅持す
る。

（普　及）
第 六 条　 普及に当たっては、伝統的な武道の特性を生かし、国際的視野に立って指

導の充実と研究の促進を図るとともに武道の発展に努める。

　　昭和六十二年四月二十三日制定

日本武道協議会
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こ ど も 武 道 憲 章
武
ぶ

道
どう

は、日
に

本
ほん

古
こ

来
らい

の武
ぶ

勇
ゆう

を尊
とうと

ぶという精
せい

神
しん

を受
う

けつぎ、長
なが

い歴
れき

史
し

の中
なか

でつちかわれ、

発
はっ

展
てん

してきた伝
でん

統
とう

文
ぶん

化
か

です。

武
ぶ

道
どう

は、礼
れい

儀
ぎ

正
ただ

しさを身
み

につけ、技
わざ

をみがき、心
しん

身
しん

をきたえ、りっぱな人
ひと

になるた

めの修
しゅ

業
ぎょう

の方
ほう

法
ほう

です。

　わたしたちは、技
わざ

の稽
けい

古
こ

や試
し

合
あい

の勝
か

ち負
ま

けだけを目
もく

的
てき

にするのではなく、武
ぶ

道
どう

を正
ただ

しく理
り

解
かい

して、このすばらしい日
に

本
ほん

の伝
でん

統
とう

文
ぶん

化
か

を大
たい

切
せつ

にしなくてはなりません。

　これからも武
ぶ

道
どう

を愛
あい

し、修
しゅ

業
ぎょう

を続
つづ

けていくために、わたしたちが心
こころ

がけなくてはな

らないことを「こども武
ぶ

道
どう

憲
けん

章
しょう

」として掲
かか

げ、これを守
まも

ります。

（目
もく

的
てき

）

第
だい

一
いち

条
じょう

　 武
ぶ

道
どう

は、技
わざ

をみがくことによって心
しん

身
しん

をきたえ、強
つよ

くたくましく、勇
ゆう

気
き

と

思
おも

いやりと正
せい

義
ぎ

感
かん

をもった、社
しゃ

会
かい

に役
やく

立
だ

つ人
ひと

になることをめざします。

（稽
けい

古
こ

）

第
だい

二
に

条
じょう

　 稽
けい

古
こ

をするときは、先
せん

生
せい

の教
おし

えや礼
れい

儀
ぎ

を守
まも

り、基
き

本
ほん

を大
たい

切
せつ

にし、技
わざ

だけで

はなく、心
こころ

と体
からだ

も共
とも

にきたえるよう、一
いっ

所
しょ

懸
けん

命
めい

にはげみます。

（試
し

合
あい

）

第
だい

三
さん

条
じょう

　 試
し

合
あい

や演
えん

武
ぶ

では、ふだんの稽
けい

古
こ

の力
ちから

を出
だ

しきってがんばり、勝
か

ち負
ま

けや結
けっ

果
か

だけにこだわらず、節
せつ

度
ど

ある真
しん

剣
けん

な態
たい

度
ど

でのぞみます。

（道
どう

場
じょう

）

第
だい

四
よん

条
じょう

　 道
どう

場
じょう

は、技
わざ

をみがき、心
こころ

と体
からだ

をきたえる場
ば

所
しょ

として、規
き

則
そく

や礼
れい

儀
ぎ

を守
まも

り、清
せい

潔
けつ

と安
あん

全
ぜん

を心
こころ

がけます。

（仲
なか

間
ま

）

第
だい

五
ご

条
じょう

　 道
どう

場
じょう

の仲
なか

間
ま

を大
たい

切
せつ

にして、お互
たが

いに協
きょう

力
りょく

し、はげましあいながら、楽
たの

しく

稽
けい

古
こ

し、さらに多
おお

くの仲
なか

間
ま

をつくります。

　　平成十六年九月十六日制定

日本武道協議会

ぶ どう けん しょう
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ฤूޙ記
刊行総括責任者　三藤　芳生

　ʮ安全で、楽しく、ޮ果の上がるࢦಋॻ・%7% を作Ζうʯ

　本武道ؗにࣄہをஔく本武道協議ձは、ฏ �� ݄̐にઃ立 �� पをܴえ、記念ࣄ業として中

学ߍ武道必म化に向けたࢦಋॻ・%7% をץ行することとなりました。

　これを受けて、本武道ؗࣄہにװ෦を中心とする �� 名のプϩδΣΫトνーϜを立ち上げ、ಉ時に

本武道協議ձՃໍ̕団体から実行ҕ員のઌ生がたをごਪનいたͩきました。その後、実行ҕ員ձとして、

。の基本方を決めました࣍

１、武道のྺ࢙・ಛੑと実施Մ能̕छのप知పఈをਤる。

２、中学ߍ武道必म化のॆ実にࢿする。

̏、武道人ޱの֦大に役立てる。

　Ҏ上の基本方にԊって、࠷ऴ的に

ಋॻはࢦ、１ �� 分、֤ฏۉ �� ท。Πϥストを多用し、見やすく、わかりやすい༰とする。計

̑ສ̓ઍ෦ץ行。

２、%7% は̏ר分ר֤、ר ��� 分。ࢦಋॻと関連させ、見やすく、わかりやすい༰とする。̏רηット

̏ສ̓ઍר作。

　することを決めました。

　本ॻは֤道とも、１ɽ֓、２ɽࢦಋඪ・ࢦಋ༰、̏ɽࢦಋの実際、̐ɽ安全管理・安全ࢦಋ、̑ɽ

学習計画、̒ɽ֤道のすすめ、のྲྀれで構されており、ߘݪは実行ҕ員を௨して֤連ໍ・団体におئいし

ました。

　ʮ࣭実߶健ʯʕ武道は ���� Ҏ上のྺ࢙を༗する、武࢜道の伝統に由དྷする、わがࠃの伝統จ化で、人

格をຏき、道ಙ心を高め、礼અをଚ重する態度をཆう人間ܗの道です。

　現ࡏ、本に約 �5� ສ人、ւ֎に 5��� ສ人をす武道Ѫऀがいると言われており、本ॻと %7% が中

学ߍ現において活用され、全ࠃஉঁ中学生の身心のに役立つことをئってࢭみませΜ。

　ऴわりに、ץ行にごਚ力をいたͩきましたஜ大学౻ಊྑ໌名༪教授、֤道実行ҕ員のઌ生がた、ࣄہ

の仲間たち、題ࣈの新Ҫޫ෩ઌ生、Πϥストのᅳ分ࢯ܆、レΠアウトの౻ྛ໌ࢯ、ҹ本の（ג）ࡾ༑ࣾ、

映像ಜのݪࢯ࠸と %7% 作の（ג）ΫΤストのօ様にްくޚ礼をਃし上げ、本ॻが中学ߍ武道必म

化のॆ実に役立つことを切にئい、後記といたします。

（ެӹࡒ団法人本武道ؗ理ࣄ・ࣄہ 　本武道協議ձৗ理ࣄ）

　　ฏ �� ݄̐
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